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改正法ハ、複薮訴訟關係トシテ、共同訴訟、客観的併合訴訟、

訴訟滲加、反訴並二中間確認ノ訴ヲ認ムルコト現行法二同ジイ。

其規定スル所、大綱二於テ現行法トー致スノシモ、侮訴訟滲加ノ

如ク、著シク其奮態ヲ改メシモノモアノレ。以下、改正ノ要鮎ヲ

墨ゲテ論究スル。

第一節共同訴訟

1．　総　読

改正法ハ、現行法ト同ジク、一節ヲ設ケテ共同訴訟二關スノレ

ー般的規定ヲ置ク（箋牽璽譲二）。改正法二於ケル著シキ攣更へ

現行法ノ主参加二該ノレ場合ヲ共同訴訟トシテ規定シ（藤○）、叉、

必要的共同訴訟二於ケノレ内部關係ノ規定ヲ統一・、補足シタノレ黙

ニアノレ（美…蘇）。其幅二至ツテハ概ネ講句修正ノ程度二止マル。

共同訴訟ノ特別ナノレ揚合トシテ、改正法ハ、新タニ訴訟滲加

二因ル共同訴訟ノ成立ヲ認ムノレ（砦至藤）。但シ訴訟法ハ、此等ヲ

以テ訴訟滲加ノー種トシテ規定スルガ故二、本節二其説明ヲ加

7ルヲ避ケ、次節r訴訟滲加」二於テ、「濁立参加」蛇二「共同訴訟

的参加」トシテ詳細ナル研究ヲ試ムル。

II．　共同訴訟ノー般的要件

共同訴訟ノ成立二必要ナルー般的要件ハ、改正法二於テ別段
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ノ憂更ヲ加ヘラレナカツタ。一般的二共同訴訟ノ許サノソ・場合

トシテ、改正法ガ其第五九條二

第一、訴訟ノ目的タル権利叉ハ義務ガ、藪人二付共通ナノレトキ

第二、訴訟ノ目的タル権利叉ハ義務ガ、同一ノ事實上及法律上

ノ原因晶基クトキ

第…i、訴訟ノ目的タル権利叉ハ義務グ、同種ニシテ事實上及法

律上同種ノ原因二基クトキ

ノ三揚合ヲ鐸一・的二墨ゲタルハ、現行法第四八條ト、其規定ノ

膿裁ヲ些ヵ異ニスルモ、趣旨二於テ全ク同一二蹄スル。

管轄晶關シテハ、現行法ト同ジク改正法モ亦、共同訴訟トシ

テ特二規定ヲ設クルコトナク、管轄ノー般規定二譲ツテ居ル。

帥チ事物ノ管轄ハ、各請求ノ領格ヲ合算シテ定ムベキコト現行

法ト同一ナルモ（窺茜羨條）、盤一】士地ノ管轄二關シテヘ牽蓮管

轄二關スル第二一條ノ規定アノレガ故二、共同被告ノー・入二付管

轄権アノレ裁判所ハ、他二專驕管轄ノ定メナキ限り・凡ペテノ共

同被告二封シ管轄穫ヲ有スル。從ツテソノ貌レノ裁判所二共同

訴訟ヲ提起スベキャハ原告二於テ選揮シ得ノレノデアルガ、斯ク

モ宏ク土地管轄ノ併合ヲ認ムルハ、飴リニ原告保護二失スルモ

ノニシテ、濁、懊、　ノ民訴法ノ如ク、若干ノ制限ヲ加7ルノ必要

アルコト、已二述べ：タ所デアノレ！。【註二】尤モ第二一條ハ共同訴訟

二適用ナシトノ説存スルモ、其理論的根嬢二乏シキノミナラズv

盤…1】若シ此読二遵フナラ・㊦、共同訴訟ノ受訴裁判所ハ、共同被
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告各自二付士地管轄ヲ有スルコトヲ必要トシ、共同訴訟制度ノ

運用殆ンド不可能トナノシ。是レ現行法ニハ、改正法第二一條ノ

如キ規定ナキモ、荷、判例ガ土地管轄ノ併合ヲ認ムル所以デア

ノレ。要スルニ、此読ハ理論上ニモ、又、實際／蓮用上ニモ採ル

ベカラザノン所読デアル。

　【註一】第二三條ハ、訴訟ノ目的ノ債格算定ノ規定二過ギザかガ故二、訴訟ノ

　目的ノ儂格二拘ラズシテ管轄ノ定メラル・諸求ハ（裁構一四條第二）、素ヨリ

　本｛降…チ適用シ’テ合算セラァレ、モノデナイ。Sもei蜘Jonas：一Kommentar，Bd。1・

　zu壱5・II・S・50・從ツテ裁構法第一四條第ニニ福グ》講茨♪・、常二露裁釧駈ノ

　事物管轄二罵スかチ以テ、他ノ被告二醤スル請求ガ千圓チ超過スルトキハ、

　併合シテ共同訴訟ト爲スコトチ得ヌ。

　【註二】　本稿二七頁参照。

　【註三】例之、山田博士（法學論叢第一六巻第四號三二頁以下）。此説ノ論擦ト

　スァレ班ハ・共同訴訟へ共同訴訟人各自二封ス7レ別個ノ訴ナ7レチ以テ・第二

　一條二所謂「一ノ訴チ以テ敷個ノ請求・チ：爲ス場合」二該當セズト云フニアル。

　併シナガラ同條ト第二三條一項トチ封比ス声レナラバ、同條二云フ「訴」トハ、複

　数訴訟關係チモ包括スル廣義ノ形式的一個ノ訴訟チ指スコト明白ニシテ、此意

　味二於デ、共同訟訴モ亦「一ノ訴」デアアレ。然ラバ敷人ノ共同被告二封シ諸求

　チ爲スコトハ、「一ノ訴チ以テ敷個ノ請乖チ爲ス場合」二外ナラヌ。但シ共同訴

　訟二於テハ、敏人ノ共同被告司封ジ常二別個ノ請求チ爲スモノニ非ザンレガ故

　二、共同訴訟ニジデ第二一條ノ適用ナキモノアルコトノ不都合ハ既二述ベシ

　所デアル（本稿三〇頁参照）。

1∬．　現行法ノ主参加二該ル共同訴訟（六〇條）

　現在ノ制度トシテノ主参加ガ、最早ヤ軍純ナル訴訟参加二非

ズシテ、濁立ナル訴ノ提起デアリ、性質上、共同訴訟ノー種ナ

ノγコトニ殆ンド異論ガナイ。【謹一】然ルニ我現行法ガ、猫民訴法



76 民事訴訟法改正ノ要旨ト其批評

二倣ヒ、從滲加ト併列シ主滲加トシテ規定ヲ設ケタルハ、全ク洛

革二捉ハレシ結果二外ナラヌ（揚罠誘簑亟覆）。【註二】懊民訴法ハ、主

参加ノ名欝ヲ屡止スルニ至ラザリシモ、其規定ヲ滲加ノ籔ヨリ

分離シ、r共同訴訟及ビ主滲加」ナルー節ヲ設ケテ、其末尾二

附シタノデアノレ（異藤一）。不徹底デハアルガ、ヨリ理論的デアル。

【註一】Hellwig：一System，Teil　I．S．350‘StebJonas＝一Kommentar（13）Bd。

　I　zu壱64・1・（S・195・）3仁井田博士、民事訴訟法大綱、二七七頁、前田氏、民

　事訴訟法講義第一編、一三八頁、等。

【註二】　HeUwig：一System，Teil　I・S・350・多11eim：一Eaupt1ntervent互on，巳1・仔

我改正法ハ、填民訴法二更二一渉ヲ進メ、断然、現行法第五

一條ヲ削除シ、主滲加虹二準主滲加ヲ屡止スノレト同時二、其主

参加二該ル場合ヲ（藻里愛）共同訴訟ノー種トシテ、共同訴訟ノ節

中二規定ヲ設ケタノデアノレ（毒O）。即チ他人問ノ訴訟（第一訴訟）

ノ目的ノ全部叉ハー部ヲ自己ノ爲メニ請求スル者ハ、第一訴訟

ノ繋属中二限ツ、其當事者双方ヲ共同被告トシテ、第一審ノ受

訴裁判所二濁立ノ訴（第二訴訟）ヲ提起シ得ル。其規定スノレ勝、

内容二於テ現行法ノ主参掬ト異ナラザルモ、改正法二依レバ、

第二訴訟ハ、第一訴訟ノ當事者双方ヲ共同被告トスル濁立ナノレ

共同訴訟ニシテ、第一訴訟ハ軍二第二訴訟ノ提起ノ要件ヲ爲ス

モノニ過ギザレノヘ次ノ如キ相蓮ガアル。

第一、第一並二第二訴訟ハ、夫々濁立二手綾ヲ進行セラレ、相

渉セズ、且ツ叉、現行法第五二條虹二第一二一條二該ル規定
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創除ノ結果トシテ、第一訴訟ヲ第二訴訟ノ完結二至ル迄中止

スルコトナシ。從ツテ爾訴判決ハ、夫々、當該訴訟二於テ聚

集セラレシ訴訟資料ノミニ基キ、相牽蓮セザルモノニシテ、

場合二因ツテハ、其内容二於テ矛盾スルコトモアソ得ル。

第二、第二訴訟ハ、第一訴訟ノ原告、被告ヲ共同被告ト爲スコ

トヲ要件トスルモノニシテ、第一訴訟ガ共同訴訟ナリシ場合、

其原告又ハ被告タル共同訴訟入ノ全・員ヲ被告ト爲ス必要ハナ

イ。蓋シ、牽連管轄二關スル改正法第二一條ノ規定ハ、宏ク

共同訴訟虹二客観的併合訴訟二適用セラル、ヲ以テ、【註司第

一訴訟ノ共同訴訟入中ニハ、全然、第二訴訟ノ訴訟ノ目的ト

無關係ノ者アリ得ノレガ故デアル。

【註一】殼例二就テハ、本稿二入頁〔註一〕参照。

第…、第一訴訟ノ提起後、其訴訟ノ目的タル権利ノ全部又ノ・一1

部ヲ譲受ケタル第三者モ亦、本條二依ル共同訴訟（第二訴訟）

ヲ提起シ得ル。蓋シ、第二訴訟ハ濁立ノ訴ナノンヲ以テ、訴訟

ノ目的タノレ権利ノ移轄ガ、第一訴訟ノ繋屡前二行ノ・レシト否

ト敢テ其關セザノレ所ニシテ、素ヨリ當然デアル。但シ此揚合、

第三者ハ第七一條ノ猫立参加ヲ爲スコト、第七三條ノ適用ヲ

受クル織二於テ利盆デアル。

以上第六〇條ノ規定ト離レ、更二改正法ハ、濁立ナル訴訟参

加ノ制度ヲ新設シ（毒一）、現行法ノ主滲加虹二準主参加（豊手三蟻）

ノ場合二宛ツル。從ツテ現行法上主滲加ノー途ノミ存スル場合、
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改正法二依レ彊、共同訴訟ヲ提起スルカ、又ハ既高繋厨セル訴

訟二當事者トシテ参加スルカノニ途存スノレ（宅Ω礫）。其就レヲ探

ノソベキカハ第三者ガ自ラノ利盆ヲ考量シテ選樺シ得ノソ所デア

ノン。詳細ハ次節中第七一條ノ説明二譲ツテ置ク。【註脚】

【註嘱】本稿後段入六頁以下蓼照。

IV．　必要的共同訴訟ノ内部關係

改正法ハ、共同訴訟ノ内部關係ヲ規定スルニ、先ヅ通常ナノレ

共同訴訟ヲ基準トシテ其規定ヲ設ケ、次二例外ノ形式ニテ必要

的共同訴訟ヲ規定シ、全ク現行法ノ形式ヲ踏襲シタ。而シテ其

内容ヲ通観スル㍉通常ナル共同訴訟昌關シテハ、現行法ト同

ジク各共同訴訟入錦封スル訴訟關係ノ濁立ヲ原則ト爲シ、現行

法第四九條ト同趣旨ノ簡軍ナル條文ヲ設ケテ居ル（藤叫）。然ノソ昌

必要的共同訴訟晶關シテハ、改正法二依ヲ稽著シイ攣更ガ加ヘ

ラレタノデアル。

柳モ、必要的共同訴訟トシテ、訴訟ノ目的ガ共同訴訟人二勤

シ合一ニノミ確定セラノレ・高ハ、訴訟資料ノ聚集ト手績ノ進行

トヲ全員二封シテ齊一ナラシムノソコトヲ必要トスル。然ラバ必

要的共同訴訟二於ケノソ共同訴訟入ハ、通常ナノン共同訴訟二於ケ

ノシガ如ク、相互濁立ナノソコト能ハザルハ素ヨリ當然ナノソモ、其

内部關係ノ規定トシテ、必要的共同訴訟人ヲーノ訴訟團膿ト看

ルペキヤ、叉ハ各自濁立スノレモ、必要ナル程度戯於テ相互牽連

スノγモノト看ルベキャハ、頗ル問題デアル。【註嘲】此黙二關シ現
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行法ハ母法タル濁民訴法（翼萱罎訴）ヨリ繊受シタノレ現第五〇條第

四項ノ外、萄同條第二項ヲ新設シ、二元的二立法シタルガ爲メ

ニ其間若干ノ矛盾ト重複トヲ生ジタノデアツタ。【註二】改正法ハ

漸然前記第四項ヲ創除シテ第二項ノ規定ヲ存置シ、更二若干ノ

新規定ヲ附加シタノデアル。帥チ

【註一弓　此見解ハ猫逸普通法以來争ハソシ所ニシテ、蜀塊ノ民訴法ハ、必要的

共同訴訟人ノ或者ガ期日叉ハ期問チ解怠γタル場合ノ規定ノミサ設ヶ（濁民訴

六二條、填民訴一四條）、全員ガ期日ヲ鰯怠セザリシ場合ノ相互關係二就テハ

全グ規定チ鉄キ學説二委シテ居ンレ。

難重二】現行法第五〇條第二項ハ、現行法草案修花ノ際挿入セラレツ規定二γ

　テ、必要的共同訴訟人各自濁立チ原則トシタ規定デアリ、叉同第匹須（燭六二

條、填一四條）ハ、必要的共同訴訟人ノ或者ザ期日又ハ期間列解怠ジタ1ン場合・

相互ノ代理チ擬制ス7レモノニシテ、寧ロ必要的共同訴訟人チーノ訴訟團艦ト

看アレ規定デアァレ。互二矛盾重複ス1レハ，當然デアァレ。先ヅ第一二、第四項中期

問二關スル規定ハ全グ不必要デアル。何トナレバ、期間ノ遵守ハ常二全員ノ

利盆二鯨スルチ以テ、第二項ノ規定チ以テ、充分デアァレ。更二叉第二項ニハ何

等適用ノ制限ナキチ以テ、必要的共同訴訟人ノ或者ガ期日チ幌怠シタル場合ニ

モ、第四項ト併ビテ適用セラ’レ・カノ疑ガアァレ。若シ其適用アリ｝ス7レナラバ

第四項チ其儘二解繹ス，ンコト殆ンド不可能デァノレ。假リニ通設二運ヒ第二項

ハ共同訴訟人ガ期日ヲ慨怠セザリシ場合ノ規定ト解スレバ、期日二出席シタ7レ

必要的共同訴訟人ハ、他ノ共同訴訟人ノ不利盆ナ7レ行爲ノ数力テ蒙ラザルニ

モ拘ラズ、猷席ス7レナラバ、利盆不利盆チ闘ハズ具敷カチ及瀞サ・レ’レ・不権

衡チ生ズル。

第一、必要的共同訴訟人ノー人ノ訴訟行爲

　必要的共同訴訟人ノー・人ノ訴訟行爲ハ、全員ノ利盆二於テ

　ノミ其敷力ヲ生ズル（さ諮）。此規定ハ現行法第五〇條二項畠
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　該當スルモノニシテ、同條第三、四項ノ規定ハ、改正法二於

　テ削除セラレタ。而シテ第三項ノ規定ノ・、之ン無クモ當然ノ

　事理トシテ削除セラレタノデアルガ、第四項創除ノ結果トシ

　テ、改正法二於テハ、必要的共同訴訟人ノ或者ガ期日二癬怠

　シタノレ場合ニモ、出席セル必要的共同訴訟入ノ訴訟行爲ハ、

　全員ノ利盆二於テノミ其敷力ヲ生ズルコいナツタ。職岡】

　【註一】　…現行法第五〇條四項ノ存置チ必要トスル唯一ノ理由ハ、此規定ナ〃ム

　　バ、期日チ慨怠セァレ必要的共同訴訟人二繋ジテ鉄席手綾開始セラ7レ・ガ故デ

　ア1ン。然7レニ改正法二於テハ敏席手綾廃止セラレタァレチ以テ、此鮎二於テモ亦

　本項存置ノ必要チ看ヌ。

　　要之、改正法二於テヘ必要的共同訴訟入ノ或者ガ期B又

　ハ期間ヲ慨怠セルト否トヲ問ノ・ズ、常二此規定ヲ以テー貫ス

　ルモノニシテ、現行法ノ錯雑セルニ比シ、更亘叉、狗、懊訴

　訟法ガ、規定ヲ敏キテ學説ノ解決二委セルニ比シ、盤一】遙カ

　ニ優ツテ居ノレ。唯、何ヲ以テr全員ノ利盆」ト徹スカ慶昧ノ威

　アルモ、訴訟ノ結果ヲ標準トシ勝訴二遍キ行爲ヲ利盆、勝訴

　二逞ナル行爲ヲ不利盆ト看ノレベキデアル。

　【註一】濁、填ノ訴訟法ハ、必要的共同訴訟人全員ガ期日二出席セアレ場合ノ相互

　關係二就テ全ク規定チ訣イテ居アレ（前段〔註一〕参照）。學訊トシテハ、此場合、

　各必要的共同訴訟人ハ蜀立二訴訟行爲テ爲スコトチ得ト云ヒ（S面n－Jonas：一

　KommentarンBd　I。zu馨62．V。S191・）・或ハ叉、所謂固有必要的共同訴訟二限

　り全員一致ス1レ⇒Bザレバ有敷二訴訟行爲テ爲・スコトチ得ズト云フ（Hellwi毅

　System，TeiII・S343）。

第二、必要的共同訴訟人ノー人二封スル相手方ノ訴訟行爲
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　必要的共同訴訟人ノー人二封スル相手方ノ訴訟行爲ハ全員

　二封シテ其敷力ヲ生ズノ灰杢群）。此黙二關シテハ現行法ヲ初

　メ、濁、懊、　ノ訴訟法昌モ其規定ヲ飲キ、學読亦岐レテ居ノγ。

【誼剛］改正法ガ特二一項ヲ設ケタルハ、洵二適當デハアノレガ・

假令必要的共同訴訟ナリトモ、共同訴訟人ノー入二封スル根

手方ノ訴訟行爲ノ数力ヲ其全員二及バシムルガ如キヘ訴訟

　ノ齊一的促進ヲ計ノレニ急ニシテ、共同訴訟入ノ利盆ヲ無親シ

　タルモノト謂ハザルヲ得ヌ。從來ノ學説トテモ、斯クモ宏汎

　ナルi敷カヲ認メシモノガナイ。

【註一】　相手方ハ必要的共同訴訟人全員二封スルニ非ザレバ有敷昌訴訟行：爲チ

　爲スコトテ手尋，ズト云フ訊（W｛、lsma㎜：一Diestreitgen6ss1scheNebenin七ervention

　鼠100・前田氏民事訴訟法講義第一編一三三頁）、所謂固有必要：的共同訴訟二限

　り全員二封スンレニ非ザレバ有敷二訴訟行爲チ：爲スコトチ得ズト云フ誠（H磁，

　wig：一System，Te王l　I．S344・）並二相手方ハ必要的共同訴訟人全員二甥シ必ズシ

　モ同一二訴訟行：爲チ：爲ス必要ナシトスァレ誠Stein－Jonas＝一』Ko血nユentaろzu馨62・

　V．（S・191・）ガア％併シナガラ8癒nト錐モ、其一人二甥ス7レ訴訟行爲ノ敷

　カガ全員；二及プト云フノテ斡ハづ4イo

第三、必要的共同訴訟人ノー人二封スル訴訟手績ノ中断中止

　必要的共同訴訟入ノー人二付キ訴訟手績ノ中断又ハ中止！

厘因アルトキハ、其中断叉ノ・中止ハ全員二付其敷力ヲ生ズル

（蛋條）．此規定亦、改正法噺設セラレシモノナレ1㊦・從來

學説虹翻判例ガ當然ノ事理トシテ認メシ所デアル。【註’一】

【註一】Hdlwig：一System，丁磁1・S・344・前田氏民事訴訟法講義第一編一三四

　頁、拙著民事訴訟法要論第二巻第六九頁、明治四四年七月八日大審院鋼決（第
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　一七輯四六六頁）、反封就、Stdn－Jon歌s：一Kommelltar，zu馨62，V．4。（S192）。

第四、必要的共同訴訟人ノー・人二勤スル特別授権

　準禁治産者、妻蛇二訴訟無能力者ノ法定代理人ハ、他ノ必

要的共同訴訟人ガ上訴ヲ爲シタル場合二2＼保佐入ノ同意、

夫ノ許可、親族會ノ同意其他ノ必要ナノレ特別授灌ナクシテ、

上訴審二於ケル訴訟行爲ヲ爲スコトヲ得ル（藤三）。本項ハ、此

等ノ者二所謂慮訴能力ヲ認ムル第五〇條ノ新設ト共二、新タ

ニ挿入セラレシモノニシテ、素ヨリ當然ノ規定デアル。

第二節　訴訟参加

訴訟参加ノ規定ハ、改正法二於テ著シク攣更セラレタノデア

ノレ。主参加拉二準主参加二關スル現行法第五一條ノ規定ノ創除

セラレシコト、既二前節二於テー言シタルガ如ク、從ツテ改正

法ハ現行法ノ「主滲加」、r從参加Jノ匿別ヲ麟シテ、軍亀r参加」

ト欝スル。次二、第三者ガ既二繋属セル訴訟二當事者トシテ滲

加スルコトハ、現行法ノ認メザル所ナルモ、改正法ハ新タニ之

レヲ認メ、濁立セル當事者トシテノ訴訟参加（藻一）、蛇二共同訴

訟人トシテノ訴訟参加（藻五）ヲ規定スルニ至ツタ。以下読明ノ便

宜ヲ圖リ、現行法ノ從滲加二該ルモノヲr補助滲加」ト構シ、此

等當事者トシテノ参加ヲ、夫存「濁立滲加J虹二r共同訴訟的参

カロ」　ト其名構ヲト付，スノレ。

其他、訴訟ノ引受、脱退、告知等昌於テモ、著シク規定ガ修
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正セラレ、追完セラレタ。

第一款　補助参加

1．　総　説

愛二「補助参加、1ト云7ハ、改正法ガ参加ノ通常ナル形式トシ

テ、第六四條以下二規定スルモノニシテ、現行法ノ從滲加二該

ノシ。故二「從参加」ト構スルモ亦妨ゲナイノデアル。補助滲加

人ハ、現行法ノ從参加入ト同ジク自ラ訴訟ノ當事者トナルノデ

ハナク、訴訟ノ結果鼻付キ利害關係ヲ有スル第三者ガ、當事者

ノー方ヲ補助スルガ爲メ、其訴訟二参加スルノデアル（撮四）。

補助参加二付キ、改正法ハ、略ボ現行法ノ從参加ノ制度ヲ踏

襲シタノレガ故二、以下主トシテ新タニ設ケラレシ規定ノ説明ヲ

爲スニ止ムノレ。

II．　補助参加ノ手績動二之レニ封スル異議

補助参加ヲ爲ス手績ト、参加二封シ當事者ガ異議ヲ述プル手

細へ現行法ノ夫レ囑綱様デアノレ（類藤〉．唯・改正法昌

ハ、當事者ノ異議二制限ヲ設ケ、當事者ガ滲加二付キ異議ヲ述

ベズシテ辮論ヲ爲シ、叉ハ準備手績二於テ申述ヲ爲シタルトキ

ハ異議ヲ述プル権利ヲ失ク旨ヲ定ムル（毒七）。蓋シ至當ノ規定デ

アノレ、、

適式ナル補助参加ノ申出二翼シ當事者ヨリ異議ノ申立アヲタ

ル揚合、改正法二於テモ亦、滲加ヲ許サ・ツレ裁判ノ確定セザノレ
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問ハ、参加人ガ假リニ訴訟行爲ヲ爲スコトヲ認ムル（羨入）。但シ

現行法二依レバ、爾後参加ヲ許サ・覇ル裁判確定スルトキハ、参

加入ノ訴訟行爲ハ全部其敷力ヲ失フモノナレド、改正法ハ、辮

論ノ混猷ヲ避クノソガ爲メ、當事者ガ滲加人ノ訴訟行爲ヲ援用シ

タルトキハ、墾加ヲ許サ・やル裁判確定シタル場合二於テモ、其

数カヲ失ハザノ噌槻定シタ（墾條〉。

　III．　補跡参加ノ敷力

　次二補助参加ノ敷力二關スル規定、亦、大膿二於テ現行法二

同ジイ。参加人ハ、訴訟二付攻撃叉ノ・防禦ノ方法ノ提出、異議ノ

申立、上訴ノ提起其他一切ノ訴訟行爲ヲ爲シ得ルモ、滲加ノ時二

於ケル訴訟ノ程度二從7コト㍉主タル當事者ノ訴訟行爲ト犠．

鯛シ得ザルトノ制限ガアル（藤九）。但シ改正法ハ、滲加入ノ訴訟

行爲ト主タノレ當事者ノ訴訟行爲トガ犠鯛シタル場合二關スル現．

行法第五四條二項ノ但書r但シ民法二於テ此二異ナル規定アル

トキハ此限リニ非ズ」ヲ創除シタノデアル。其結果トシテ補助

滲加人ハ、現行法二於ケルガ如ク、主タル當事者ヲ差置キ、民

法第四五七條二項轟因り相殺ヲ以テ封抗シ、或ハ叉第四五八條

（四三五條）二因り債椹ノ浩滅ヲ主張シ得ラフレコト・ナツタ。補

助参加人タルノ地位二顧ミ、蓋シ至當デアル。【二t一】

【註一】現行法第五四條二項但書ハ、我現行法特有ノモノニシテ、「民法二於デ

　此二異ナ7レ規定」1・ハ、民法第四五七條二項、四五八條，（四三五、乃至、四三

　九條等）チ指スモノト解ス7レ（早川氏民事訴訟法論一一四頁、拙著民事訴訟法

　要論第二巻一七〇頁幅從ツテ從参加人ハ、此範園内二於テハ主タアレ當事者ノ意
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　　思チ無覗シテ防禦方法チ提出ジ得アレノデアルガ、此ノ如ギハ、從参加人ガ當

　　事者問ノ樽利關係ノ確定二關渉スンンコト・ナリ甚ダ不當デアァレ。從参加人ト

　　ジテハ、主タル當事者ガ其訴訟行爲チ妨ゲタ膨場合ニハ鋼決ノ効カヲ否認シ得

　　かチ以テ（改七〇條、現五五條）、敢ヘテカ・ノレ規定チ必要トセヌ。改正法ザ之

　　レチ割除ジタ膨ハ素ヨリ當然デアノシ。

　　或ハ曲但書チ以テ、猫民訴法第六九條、填民訴二〇條、我改正法七五條二該

　　膨共同訴訟的從参加チ規定ジタルモノ下敏ス説ガアか（前田氏民事訴訟法講義

　　第一編一六九頁、山田博士剣例批評民事訴訟法第一巻二一頁以下）。併γナガ

　　ラ爾〃解スPレハ、丈理上捨ンド』不可肯旨二も！テ、葺禽ハ現行法二共同訴訟的促

　　参加チ認メザか訣昭チ補ハントスァレ窮鯨ノ策二βずウ．改正法ハ後蓮ス，｝

　　如グ第七五條二共同訴訟的参加チ規定スァレチ以テ、斯〃解ス疵モ、亦此澄書

　　ハ不必要デアンレo

　IV．　補助参加人昌欝スル剃決ノ敷力

　改正法ハ、判決ノ補助参加入二封スル敷力ヲ強大ナラシメタ

ノデアノレ。現行法ハ、母法タノン濁民訴法二倣ヒ、主タノレ當事者

トノ關係二於テハ・「其訴訟ノ確定裁判ヲ不當ナリト主張スルコ

トヲ得ズ」ト規定シ（彊養轟褒天藻）、補助参加入二封シテ、判決ノ

慨判力ヲ及ボスモノナリヤ、既判力二非ザルー種ノ敷力ヲ及ボ

スニ過ギザノンヤ、暖昧ナノレノミナラズ、【註幽董其判決ノ敷力モ、

補助シタル當事者ト滲加入トノ問二限ッテ居ノレ。然ルニ改正法

ハ、「裁判ハ参加入二封シテモ其ノ敷力ヲ有ス」ト規定シ（毒O）、

・判決ガ補助滲加入ト當事者双方トノ問二既判力ヲ生ズノレノ趣旨

ヲ明カト爲シタ。理論的ニハー貫セノン立法デアルガ、補助参加

人ト相手方トノ問二迄翫判力ヲ援張セシムルハ、爾後二雫ヲ滋

ゆラシムル因ニシテ、有害無釜ト考ヘル。磁二】
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【註一】補助参加人二封ス・レ鋼決ノ敦カニ關ジテハ異設ガア7レ。或ハ制限セラ

　ソタル跣鋼力beschr段nkteRec五tsk㎜ftナリト云ヒ（Stein－Jonas：一KQm皿en倣，

　：Bd。：L　zuを68。1，（S。211）、仁井・田博士民事訴訟法婆1論中巻1六九頁等）、或ハ

　ヌ，、跣判カニハ非ズシテ箪ニケII決チ『’不當ナリト主張シそ尋ザ1レ」所1謂参ヵ鳴的敷

　力Intervent三〇nswirkungチ生ズノレニ過ギズト云フHellwig3－System，Te丑L

　S299・；W我1sm鋤nヌーDlestreltgen，Nebenintervention，S124・do嬬Zi岡。颪

　此問題ノ詳細ナル論評ハ、維本博士「興決ノ参加的数力」（京都法學會雑誌第一

　三巻第七號、法學論叢第三巻第三號、第四巻第七號）参照。

【註二】補助滲加人二i封ス1レ剴決ノ数カハ、主タノレ當事者ガ補勒参加人チシテ

　充分訴訟チ途行セγメタリヤ否ヤニカ・7レ條件的ノモノヂアアレ。カ・ヌレ傑件

　的跣鋼カチ、補助参加人ト相手方トノ間二生ゼシムツハ、後日、其問ノ訴訟

　二於テ、既ケ理カノ有無ノ如キ形式問題力も争トナリ1易イo寧口從來ノ立法例二・

　漣ヒ、朗判カチ否認シテ更二争ハシムかチ適當トス7レ。

補助滲加人二封スル制決ノ既判力ハ、改正法二於テモ素ヨヲ

絶饗的二認ムルモノデナク、補助滲加人ガ充分二訴訟ヲ途行シ

得シコトヲ條件ト爲スコト現行法ト同ジイ（羨O）。

第二款　濁立参加

1．　総　設

改正法ハ、主墾加拉二準主滲加二關スノレ現行法第五一條ノ規

定ヲ創除シタルモ、別二第七一條ヲ新設シ、此等ノ場合、梅利

ヲ主張スル第三者ガ、既二繋驕セル訴訟二當事者トシテ墾加ス

ノレコトヲ認メタ。此第七一條ノ規定ハ、濁懊ノ訴訟法ニモ存セ

ザノレ我改正法特有ノモノニシテ、學理的虹二沿革的背景ヲ敏キ、

参加人ハ訴訟上如何ナノレ地位二於テ滲加スルモノナリヤ、翫二
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見解ガ岐レテ居ル（叢箋譲三）。

　余ハ、此制度ヲ以テ主滲加ノ系統二属スルモノト倣シ、r濁立

滲加」ナノソ名稽ヲ附ス～レ。嘩一】軍二「主参加」ト云フヲ寧・當レ

リトスルモ、現行法ノ主墾加制度ト匿別スノレガ爲メ、之レヲ避

ケタノデアル◎

【註一】板倉博士ハ滲加的共同訴訟、早川氏ハ、當事者参加ト名禧チ附セラレ

　7レ。併＝ンナガラ、第七玉條二因7レ参加モ亦、當事者トシテ滲加スPレモノデァサ、

　且ツ叉、参加ノ結果ハ共同訴訟トナルモノ故、本條ノ滲加ニノミ此等ノ名構

　チ附スアレハ、饒り適當ト考ヘラレヌ。板倉博士新訂民事訴訟法綱要一三四頁、

　早川氏民事訴訟法要：義一二九頁。

II．　猫立参加ヲ爲シ得ル場合

第三者ガ他人問二繋属セル訴訟二、濁立参加ヲ爲シ得ノン場合

トシテ、1第七一條ノ定ムル所、次ノ如クデアル。

第一、訴訟ノ結果二因リテ自己ノ樺利ヲ害セラルベキコトヲ主

張スルトキ。

　是レ現行法ノ準主滲加（曝…嶺〉二該ルモ、原告、被告問ノ共

謀ヲ必要トセズ・且ツ叉、訴訟ノ目的ヲ債灌二限ラサル黙昌

於テ、彼ヨリモ遙カニ廣ク、凡ベテ椹利ノ侵害アレバ、直ザ

　ニ此滲加ヲ爲スニ足ノレ。

第二、訴訟ノ目的ノ全部若クハー部ヲ自己ノ権利ナリト主張ス

ノシトキ
　　　o
　是レ現行法ノ謬加（欝蚕）一該當刃レモノニシテ、改正法

第六〇條ノ共同訴訟ト競合スル。愛二改正法ノ規定トシテ注
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意スーミキハ、訴ノ提起後、其訴訟ノ目的タル権利ノ至部又ハ

ー部ヲ譲受ケタル第三者モ亦、此規定二依り濁立滲加ヲ爲シ

得脚げアノシ（羨三）。【註一】

【註一】　我現行法ノ解繹トジテ、訴ノ提起後二訴訟ノ目的タ1レ櫻利テ譲受ケタ

　か第三者ガ主参加チ：爲シ得かヤ、稽ヤ疑問デアか。猫民訴法二於テハ、當事者

　恒定二羅罰スンレ第二六五條ノ規定アアンツ」“爲メ、原貝罵トミンテ否定セラソヌレ。Steln－

　」・nas3－Komme漁r，Bd。Lzu馨64・IL5S・197・

要之、第七一條ノ濁立参加ハ、現行法ノ主参加並二準主滲加

ヲ包括シタノレモノヨリモ、更二其利用ノ範園ヲ籏張セラレ、所

謂、馴合訴訟ノ凡テノ場合ヲ防止スルニ充分ナルト同時二、更

㍉訴訟ノ目的タル権利ノ譲受入ガ、之レニ依り當該訴訟ヲ引受

クルノ途ヲ拓イタノデアル。ソノ共同訴訟並二共同訴訟的参加

（報盗）劃　關係へ後段讃テ翻スノレ．【謝

【謹一】　本欺第六項一〇三頁以下謬照。

IH．　猫立参加ノ訴訟關係

第七一條二依ノシ参加ハ、第三者ガ當事者トシテ滲加スルノデ

アノレガ、訴訟上如何ナル地位二於テ参加スルモノナリヤ暖昧デ

アル。即チ滲加人ハ、當事者就レカー方ノ共同訴訟人トナルモノ

カ、或ハ叉、濁立セル當事者ナヲトセバ、参加二因り訴訟三面

欄係ヲ登生セシムルモノカ、若シクハ参加前ノ原告、被告ヲ相

手方トスノレ別個ノ訴訟關係ヲ登生セシムルモノカ、條文二於テ

何等示ス所ガナイ。管二條文ノ暖味ナルニ止マラズ、理由書ノ

読明並二議會二於ケル政府委員ノ答辮、亦混沌トシテ其意ヲ捕
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捉スノレニ苦シムノデアル。【註一】吾人ハ、本條ヲ以テ明確ナノレ方

針ナクシテ、起草セラレシモノト断ズノンノ理由ヲ有スル、【註二】

　【註一】司法省編纂民訴改正法律案理由書中本條ソ説明、貴族院二於ケ1ン政府

　委員池田寅次鄭氏ノ説明蛇は答辮（民訴改正法律案特別委員小委員會議事速記

　録第二號所載）参照。

　【註二】本法起草ノ衝二當ラレミ／加藤博士ハ、第七一條二依1レ参加人ハ、原告叉

　ハ被告トシテ参加…ン、参加前ノ原告叉ハ被告ト必要的共同訴訟人ノ關係チ生

　ズツ旨号蓮ベラレテ居ル（法學協會雑誌第四四巻第二號三三六頁）。印チ起草

　委員ノー人ニテアリナガラ、草案理由書中、第七一條下「其當事者双方チ相手

　方トシ濁立セノン當事者トシテ訴訟二参加スァレ云々Jノ訊明ト明カニ矛盾スル見

　解チ抱カレアレ。反之、同ジク起草委員ノー人タ導シ山内博士ハ、明カニ参・加前

　ノ當事者1・三面關係チ爲スモノト訊カレテ居7レ（法イ幸新報第一一一1六號所載「民

　事訴訟法ノ妊」第三三同）o更二叉、言義會二於ヶアン政府委員ノ答辮チ讃ムニ、

　貴族院二於ヶヌレ池田黍員ノ設明並二答辮へ殆ンド要領チ獲ナイノデアノレガ、

　f二人ノ訴訟ノ中二自分モ這入ツテ、矢張り當事者トシデ進ンテ訴訟チス1レ、

　ソウスかトニ個ノ訴訟二非ズミ／テー個ノ訴訟トシテソソチ片付ケ子ジマフト

　云アノガ第七一條ヂアリマスo云々J並二「サウシマスルト、眞二箏ヒノアル當

　事者ザ三人皆ナ雫ソテ居レバ是ハ三人ノ間二於テ訴訟チ途行λ1レ。云々」等ノ

　訊明カラ観レバ．山内博士ト同様、三面關係設二擦レァレモノノ如クモ考ヘラレ

　ヌレ（前註記載ノ遽記録三、四頁）。然ルニ衆議院は於デ長島政府委員ハ、「七一條

　ノ場合二於キぐシテモ・…、結局現昌訴訟チ起ミソテ居7レニ人チ被告トシテ相手

　取1レ駈ノ訴訟ヂアリマスカラ云々3ト、明カニ猫血ナ1レ訴ノ提起ナアレコトチ

　確言シテ居ル（民訴改正法律案委員會議雛第三同二頁）。

　去レバ、第七一條二依ル参加ノ訴訟關係ハ、學読並二判例ヲ

以テ解決スルノ外ナキモノニシテ、以下、諸説ヲ各方面ヨリ検

討シ、ソノ軌：レヲ探ノレベキカヲ關明ナラシムノン。

第一、墾加前ノ原告叉2・被告ト滲加入トノ問二必要的共同訴訟
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ノ關係ヲ生ズト云フ説。

此説二擦レノヘ参加人ハ、参加ノ趣旨二遵ヒ原告叉ハ被告

トシテ参加シ、滲加前ノ原告叉ハ被告ト必要的共同訴訟人ト

ナルノデアル（美蔑條）。第七二條二因リ滲加前ノ原告又ハ被告

ガ訴訟ヨリ脱退スルトキハ、訴訟ハ其相手方ト参加人トノ聞

二繋属スベキヲ以テ、斯ク解スルガ正面解繹トシテ最モ無難

デアノシ。カロ藤博士2・此説ヲ執ラレノレ。【註画一】

【註剛】前揚（法學協會雑誌第四四巻第二號三三六頁）。

併シナガラ、第七一條二依ル滲加人ハ、必ズシモ滲加前ノ當

事者ノー方ト其主張ノ方向ヲーニスルモノニ非ズ、其ノ主張

ヲ排斥シテ自己ノ権利ヲ主張スル場合亦　クナイノデアノシ。

然ルニモ拘ラズ、本條ノ滲加人ハ常二滲加前ノ當事者敦レカ

ー方ト共同訴訟入ノ關係二立ッモノト倣シ、而カモ其間二必

要的共同訴訟二關スル第六二條ノ規定ヲ準用スルガ如キハ、

訴訟實際ノ蓮用上、到底不可能ノコト轟属スノレ。【註四】加之、

此読二擦レバ、参加人ハ原告叉ハ被告トシテ参加シ、参加前ノ

當事者ノ軌レカー方ト必要的共同訴訟人ノ關係二立ツモノナ

レバ、其問ノ雫ハ輩二此参加二因ツテ解決スノソコトヲ得ヌ。

【註二】斯クノ如クムバ、本條二因ノレ参加ノ結果ハ、何等、第七

五條ノ共同訴訟的参加ト異ナル所ナク、特二本條ヲ設ケタノシ

趣旨ヲ渡却スル。

【註一】参加人ト参如前ノ當事者ノー方｝其主張ノ方向チ異ニスァレ場合、其問二
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必夢的共同訴訟人ノ關係チ生ゼシムァレコトハ不可能デアァレ。

　例之、原告甲、被告乙間ノ駈有権二基〃家屋引渡請求訴訟二、第三者丙ガ本

條二依り當事者トシテ参加γ、原告甲ノ所有椹チ否認シ、自己ノ所清権チ主張

シテ自己二引渡チ請求シタリトスか。此設二i運フナラバ、恐ラ〃丙ハ原告ト

ソテ参加スベキモノデアラウ。然ラバ原告甲ト参加人丙トノ闘二必要的共同

訴訟人ノ關係チ生ズァレノデアァレガ、若ッ甲モ亦参加人丙ノ所有権チ否認スァレ

ナラバ、爾者ノ主張蛇二立誰ガー致セズ、相反致スァレコト秦ヨリ當然デァか。

然7レニモ掬ラズ其間二強デ第六二條第一項チ準用ジ、全員二利盆ナπ・訴訟行

：爲ノミi其i敷力チ生ズかモノト倣スナラバ、甲、丙互二、其請求チ1支捲スァレニ

充分ナル訴訟資料ノ提出チ阻ミ、途二共二請求棄却チ免レ能ハヌ。

【註二】本條ノ参加制度ノ主要ナ・レ目的ハ、所謂馴合訴訟ノ防止ト訴訟的経濟

二在1レ。然7レニ此説二運フナラバ、例＾バ、前註ノ設例二於デ、参加人丙ハ

原告｝シテ参加スアレモノナレバ、原音甲トノ間ノ所有椹ノ所在二關スアレ争ハ

蕗参加二依り解決セラレザ7レコいナリ、結局其争ノ解決ニハ更二訴ノ提起

チ必要トスルニ至シ。此〃ノ如〃ヤバ、訴訟的経濟ノ目的二背反ス》レノミナラ

ズ、馴合訴訟ノ防止モ亦充分二其敷果チ暴グ1レニ難イ。

　以上述ブル理論的敏陥アノレニ止マラズ、更二此読ハ、改正

草i案理由書ノ説明トモ明カニ矛盾シ、【註一】貌レノ黙ヨリ観ル

モ支持シ難イノデアル。

【註一】草案理由書中、第七一條ノ立法理由誠明二、e本條ハーノ訴訟ノ繋屡

中其當事者双方チ相手方トシ猫立セ7レ當事者トシテ訴訟二参加ス・レコトチ認メ

タノレ規定ニシテ」ト云ヒ、ヌ∫本條ノ参加アリタノレ場合二於デハ裁判勝ハー個ノ

鋼決チ以テ三個ノ當事者間ノ關係チ確定スベキモノ云々」ト云フテ居ルo

衙條丈ノ書方トシテモ、若ジ此設ノ如グムバ、第七五條二封比シ、第三者ハ「當

事者トシテ訴訟二参加」ト云ハズジテ、「第三者ハ共同訴訟人トシテ訴訟二参加」

ト規定セラレシ筈デァ7レ。

第二、参加前ノ原告、被告ト参加人トノ問二三面的訴訟關係ヲ
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生ズト云フ読。

此説二擁レバ、墾加人ハ濁立セル當事者トシテ参加シ、滲

加前ノ原告並二被告双方ヲ相手方トシテ、其問二三面的訴訟

關係ヲ構成スルノデアル。改正草案理由書ノ読明（笙康）二從ヘ

バ、斯ク解スルガ最モ穏當ノモノノ如クデアノレ。山内博士ハ

此読ヲ探ラレル。【註回】

【註回】前揚（法律新報第一一六號所載「民事訴訟法ノ改正」第三三同）。

併シナガラ此説ノ如ク、墾加人ヲ目シテ原告ニモ非ズ被告

ニモ非ザノ吻蜀立ノ當事者ナリト倣シ、原告、被告並二参加人

問二三面的訴訟關係ノ成立ヲ認メントスルガ如キハ、r・一

マ」法以來ノ訴訟法理タル療告被告封立ノ大原則ヲ壊ルモノ

デアノレ。「ゲルマン」固有法ハ、當事者ヲ原被爾造二限ラザリ

シモ、彼ニハ彼猫自ノ法理ガアツタ。【註一】』叉、中世伊多利ノ

「・一一マ。カノン」法ハ、rゲノンマン」法ノ影響ヲ享ケ、自己ノ権

利ヲ主張スル参加人ヲ濁立セル當事者ト看徹シ、三面訴訟ノ

成立ヲ認メタノデアノγガ、「・一マ」法ノ訴訟法理二合セザル

ト、實際上ノ不便著シキトニ鑑ミ、途畠主滲加訴訟ヲ本訴ヨ

リ分離シテ現在ノ主参加制度ヲ創始スルニ至ツタノデアル。

【註二】吾人ハ、三面的訴訟關係ヲ理論的二不成立ト倣スモノニ

ハ非ザノレモ、未ダ以テ我改正法ガ、カ・ル洛革ト法理トヲ無

覗シテ原被封立ノ原則ヲ壊レリトハ信ズル能ハヌ。

【註一】『ゲ1ンマン」固有法二俵ソバ、剣決ハ劃世的数カチ有γ膏二厘告、被皆
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二止㌣ラズ、出廷シテ直接、間接其事件二干與セル総ベテノ者二勤シテ其数

カチ有スアセ。其反面トジテ、事件ノ當事者チ原告、被告二限定スルコトナク、

凡ベテノ利害關係人ハ、自由二参加iン、夫々蜀立二訴訟チ途行スルチ許サレ

アレ。Planck：一：Dasdeutsc五eGe亘c五tsver鋤renim斑ittelalter，B乱：LS．169。u，

325．

【註二】Heim3－Hauptln†er▽entlon，S．5E3Wdsmann：一H我upt1ntervention　u回

Streitgenossensch＆f亡，S。3　f巳

或ハ謂7。滲加人ハ原告又ハ被告トシテ滲加スルモノナレ

ド、参加前ノ原告又ハ被告ト共同訴訟人ズ關係ナキモノデア

ノレト。併シナヅラ此読ヲ以テ三面關係説ヲ支持スルニ足ラ

ヌ。帥チ滲加入ガ原告トシテ滲加シ、滲加前ノ當事者双方二

自己ノ権利ヲ主張スルナラバ、本訴帥チ原告ヨリ被告二饗ス

ル訴訟關係二牽連シテ、更二滲加人ヨリ原告、被告二封スル

新タナノレ訴訟關係ヲ登生セシムルモノニシテ、参加入ガ原

告、被告問ノ訴訟關係二介入シ、三面關係ヲ構成スルモノト

ノ・徹シ能ハザルモノデアル。更二叉被告トシテ滲加スルナラ

バ、滲加前ノ被告トノ間ニハ椹利保護講求ノ關係ナキヲ以

テ、結局二於テ共同訴訟人ト看ル外ナク、從ツテ第七五條ノ

共同訴訟的滲加ト結果二於テ異ラヌ。

更二手績ノ方面ヨリ孜7ルニ、此参加二2・必要的共同訴訟

乾關スル第六二條ノ規定準用セラノレ・モ、原告、被告、参加

人ノ問二三面的訴訟關係ノ成立スルモノトシテ、果シテ貌レ

ノ當事者問二準用アリト倣スカ。原告ト被告トノ問ナリャ、
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或ハ墾加人ト原告又ノ・被告トノ問ナリヤ、條文二依ツテ確ム

ノレコト能ハヌ。加之、第六二條ハ、訴訟資料ノ聚集ヲ必要的

共同訴訟入間二齊一ナラシムルノ規定ニシテ、封立セル當事

者問二準用スベキ規定デハナイノデアル。

　以上述プル所二因り、三面關係読ノ探ル可カラザルコト明

瞭デアル。

第三、参加入ト参加前ノ原告並二被告トノ間二別個ノ訴訟關係

ヲ生ズト云7読。

　此説二擦レバ。滲加人ハ、第七一條ノ参加ヲ爲スニ因り、

参加前ノ原告並二被告ヲ共同被告トスル新タナノレ訴ヲ提起ス

ノレノデアノレ。要之、本條ノ参加トハ、反訴若クハ中問確認ノ

訴ト同様、牽連セル新タナル訴昌シテ、原告、被告、参加入

ノ問ニハ、療告被告問ノ訴訟關係（本訴）ト、墾加人ト此爾者

トノ問ノ訴訟關係（参加ノ訴）トガ牽連シテ、形式的一個ノ訴

訟トシテ存在スルノデアル。

　柳モ訴訟ノ内部關係（訴訟關係〉ハ、翠藪ナルコトアリ、叉

複歎ナルコトモアリ得ルガ故二、【註一】第三者ガ訴訟二當事者

トシテ滲加シタリトテ、直チニ以テ、前二読ノ如ク滲加前ノ

原告、被告問ノ訴訟關係昌介入スルモノト徹スハ早計デアノレ。

訴訟ノ主膿トシテノ當事者ヲ原告並二被告二限ノレノ理論ヲー

貫シ、且ツ本條ノ参加人ヲ墾加前ノ原告又ハ被告ノ共同訴訟

人二非ズト傲スナラ・へ此読ノ如ク、滲加二因ソ滲加入ト参
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加前ノ原告、被告トノ問二新タナノレ訴訟關係ヲ構成スルモノ

ト倣スガ至當ノ見解デアノレ。

【註一】訴訟ノ基本的形式ハ、原吉、被皆各一名、訴訟ノ目的一個ニジテ、「一

訴訟、一訴訟手綾、一訴訟關係Jデア1レ。併シナガラ當事者若ジグハ訴訟ノ目

的ザ複数ナルトキハ、其轍二膳ジテ、敷個ノ訴訟關係成立スベグ、此場合ニ

ハ、一個ノ訴訟二敷個ノ訴訟關係飢括セラレ7レ（廣義二於ケル「訴訟」）。禽、拙

著民事訴訟法要論第二巻四七頁参照。

　或ハ謂7。第三者ハ軍二當事者トシテ繋驕セル訴訟二滲加

スノレニ止マソ、自ラ積極的二新タニ訴ヲ提起スルモノトハ考

一ラレヌト。併シナガラ訴ノ提起ハ種々ノ形式二於テ行ハル

ノレモノニシテ、請求ノ籏張ハ其籏張セラレタル講求ノ部分二

就テ新訴ノ提起デアリ、又、改正法二依レバ、中問確認ノ訴

ハ・請求ノ籏張二依り提起スベキ旨ヲ規定セラレル（毒藤）。唯・

訴訟法ガ「滲加」ト云7ガ故二訴ノ提起二非ズトハ、理由ナ

キ主張デアル。

　要之、此説ハ、現行法ノ主参加ト同一ナル訴訟關係ヲ、形

式的一個ノ訴訟トシテ認メントスルモノデアノレ。本條ハ現行

法ノ主滲加二代ルベク新設セラレシ規定ナルヲ以テ、磁剛】理

論的敏陥ナキ限り、此読ノ如クニ解スルガ至當デアリ、叉本

條設置ノ趣旨ニモ合致スノレ。況ンヤ、項ヲ改メテ詳述スルガ

如ク、斯ク解スルニ於テ條文ノ解繹二転鰯ヲ生ズルコトナク、

而カモ主参加ノ敏隔ヲ去リテ其實ヲ塁ゲ、本條設置ノ目的タ

ル訴訟ノ脛濟ト馴合訴訟ノ防止トヲ全フスルニ充分ナルモノ
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　ガアノシ。

　【註一】　攻正草案理由書第七一條設明参照。

　　此故ヲ以テ、余ハ第七一條ノ解繹トシテ此第三説ヲ採リ、

　同條ノ参加ヲ「濁立参加」ト稽スノレ。敢ヘテ主墾加ト繕セザル

　ハ、現行法ノ用語ヲ避ケンガ爲メニ外ナラヌ。其理論的根擦

　二於テ不明ナルモ、板倉博士、山田博士並二早川氏亦此説晶

　遵フ。

　【註一】板倉噂士新訂民事訴訟法綱要一四三頁以下、山田博士（法學論叢、第一六

　巻第四號第五入頁）。早川氏改訂民事訴訟法婆義第一編一二九頁以下、並二同

　氏論丈（法律及政治第五巻第七號一三頁）。

　以下項ヲ改メ、余ノ採ル筋ノ第三説二基キ、第七一條二關連

スル解繹ト批評トヲ試ムノレ。

　IV．　掲立参加ノ手績姓島本訴恥ノ關係

　濁立参加・・、参加ノ手績二依ノレモ、實質二於テ、既二繋属

セル本訴二牽連シテ新訴ヲ提起スルモノニシテ、結局本訴ト共

二、墾加入ヲ原告トシ本訴原告並二被告ヲ共同被告トスル滲加

ノ訴トガ、形式的一個ノ訴訟トシテ併存スノレノデアル。此關係

ハ
、
主参加二於ケルト同様ナノソモ、爾訴ノ濁立セザル黙二於テ

異ナル。從ツテ爾訴ハ、原則トシテ同時二辮論セラレ、且ツ爾

訴二付キー個ノ判決ヲ以テ言渡サレノレ。

　濁立滲加ハ補助滲加ト其性質ヲ異ニスルヲ以テ、特二準用セ

ラレタル第六五條ノ外、補助滲加二關スル第六七條乃至第七〇
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條ハ之レニ適用セラレザノソコトニ注意ヲ要スノレ。

第一、濁立滲加ノ手績

　猫立滲加ノ手績ニハ、補助撃加ノ手績規定第六玉條ヲ準用

　セラレル。帥チ濁立滲加人ハ滲加ノ趣旨及理由ヲ具シ・参加

　二因り訴訟行爲ヲ爲スベキ裁判斯二申出ヅルノデアルガ、此

　申出ハ新訴ヲ提起スルコトナルヲ以入墾加ノ申出書ニハ更

二訴状タノレノ要件ヲモ具備シ（三圭茜篠）、且ツ訴状トシテ所定

ノ印紙ヲ貼用スルコトヲ要スル（爆訴望繰滲圭）。

　濁立滲加モ亦、参加ノー種ナルヲ以テ、本訴ノ繋驕スル限

　り、其第一審タルト上訴審タルヲ問ハズ、第三者ガ之レヲ爲

スヲ妨ゲヌ。但シ本訴辮論終結後ノ滲加二就テハ多少ノ疑義

ガアル。此問題ハ、二段二分ツーミキモノニシテ、余ハ、濁立

滲加ヲ爲スニ當り、本訴口頭辮論ノ絡結シタルヤ否ヤヲ問ハ

ザルモ、判決ノ言渡後二於テハ、當事者ヨソ上訴スルニ非ザ

レバ、第三者ノミ此滲加ヲ爲シ得ザルモノト信ズル。【註網】

【註一】猫立参加ハ、参加ノ手綾二依アレ新訴ノ提超ナ7レチ以テ、其成立要件ト

　シテハ、参加スベキ本訴ガ筒繋薦スレバ足アン。然ラバ本訴辮論終結後ト錐

　モ、第三者ハ蜀立滲加チ：爲シ得」レモノ昌シテ、其場合、裁判研ハ、蜀立参加

　ノ辮論終結二至7レ迄本訴列決ノ言渡チ延期スベク、必要ア1レト．キハ、辮論ノ

　再開テ爲スベキ毛ノデアかo

　然7レニ本訴鋼決言渡後二於テハ、事情之レト異ナアレ。或ハ第七一一條ハ第六五

　條テ準用スァレチ以テ、同條第二項二俵り、蜀立参加人モ亦、補助参加人ト同

　檬自ラ當事者二代リテ本訴二付キ上訴テ爲スト同時二、此参加チ爲シ得ツガ

　如〃二考＾ラレ7レ。併シナガラ濁立参加人♪’、参加二依り新訴チ提起スノレモ
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　ノニシテ、本訴参加人トナアレ毛ノデナイ。然ラバ假令第六五條二項ノ準用ア

　リトモ、蜀立参加人ハ、水訴二付キ自ラ上訴チ爲スノ資格ナキモノニγテ、

　當事者ヴ上訴チ提起ス7レチ待チ、参加スPレノ外ナギモノデア1レ（同親、早川氏、

　法律及政沿第五巻第七號一入頁）。

第二、訴訟ノ目的ト講求原因

　濁立参加ト本訴トハ、訴訟ノ目的ヲ同一ニスル。帥チ参加

　人ガ、訴訟ノ目的ノ全部叉ハー部ヲ自己ノ権利ト主張スル場

　合二於テ、本訴ト其訴訟ノ目的タル権利又ハ法律關係ヲ同一

　ニスベキノ・素ヨリ當然デアノレ。次二滲加人ガ、訴訟ノ結果二

　因り権利ヲ害セラルベキコトヲ主張スル場合二於テモ、本訴

　ト同一ナル権利叉ハ法律關係ヲ訴訟ノ目的ト爲シ、唯、其存

　否ヲ雫フベキモノデアル。本訴トハ別個ノ権利又ハ法律關係

　ヲ訴訟ノ目的ト爲スガ如キハ・濁立滲加ノ目的限界7逸脱ス

　ノレモノニシテ、素ヨリ不適法デアル。【註曙】

　【註一】現行法ノ準主滲加（現五一條二項）二就テモ、亦、同様二解セラレ7レ。山

　田博士、民事訴訟法第二巻四七三頁参照。

　併シナガラ請求原因二就テハ全ク異ナル。濁立滲加人ハ元

　來自己ノ権利ヲ主張スルモノニシテ、本訴當事者ヲ補助スノγ

　モノニ非ザノレガ故二、其請求原因ハ本訴ノ夫レト必ズシモー

　致スルノ必要ナク、寧・、其異ナルヲ以テ通常トスノレ。

第三、濁立参加二封スル當事者ノ異議

　改正法ハ、濁立参加二封シ、第六六條以下ヲ準用セヌ。從

　ツテ當事者ガ、濁立参加二封シ異議ヲ述ベタノレトキハ、裁判
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所ハ、口頭辮論ヲ開キ、異議ノ理由アノレトキハ終局判決ヲ以

　テ参加ノ訴ヲ却下スベク、反之、異議ノ理由ナキトキハ中問

判決二依り、若シクハ本案ノ絡局判決ノ理由中二於テ其旨ノ

裁判ヲ爲スベキモノデアル。

　改正法ガ、猫立滲加二就テヘ補助滲加ノ如キ簡易ナル異

議ノ方法ヲ設ケザリシハ、此滲加ノ性質二鑑ミ、素ヨリ當然

　デアル。【註一】濁立参加人ハ、自己ノ権利ヲ主張スル者ナレ

バ、當事者ノー方ヲ補助スル参加人トハ、訴訟上ノ地位ヲ異ニ

スノレノミナラズ、若シ不當ノ参加二因り本訴ノ進行ヲ妨ゲラ

ノレ・トキハ、第一三二條ノ規定二因り・濁立塞加人二封スル

辮論ヲ分離シ得ベク、敢ヘテ第六六條以下ノ準用ヲ必要トセ

　ヌO
【註一】東京辮護士會ハ、本法草案審議ノ當蒔議會二提出シタル「犀事訴訟法案

　二封スル意見」中二、第六六條チ準用スペキ旨チ主張シテ居7レ（法曹公論、第三

　一四號国九頁）。

第四、刑事私訴並二人事訴訟ト猫立参加

　他人問二訴訟ノ繋属スノレトキハ、第三者ハ、第七一條ノ規

　定晶依り滲加シ得ノレモノナレド、法律ガ特二禁止シタル場合

　一ハ此限リデナイ。其例外トシテ、刑事私訴手績並昌人事訴

訟手績ヲ學グルコトヲ得ノレ。

　刑事訴訟法ハ、民事訴訟法中、第三者ノ訴訟参加ノ規定ヲ

私訴二準用スルト同時二、私訴ノ被告ヲ公訴ノ被告入二限定
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シテ居ル（型響杢撫）。若シ第三着ガ・第七一條ノ規定二蓮ヒ、

既二繋属セル私訴二封シ濁立滲加ヲ爲スナラバ、其訴訟ノ目

的ハ滲加セル私訴トー致スルヲ以テ、結局、第三者ガ新タナ

ル私訴ヲ提起スルコト・ナル。併シナガラ濁立滲加へ私訴

原告並二被告ヲ共同被告ト爲スモノナレバ、私訴ノ被告ヲ私

訴ノ被告入二限ルノ要件二適合セザルモノニシテ、：私訴トシ

テ不適法デアル。要之、第三者ハ、別二私訴ヲ提起スルカ、

若シクハ第七：五條二因り共同訴訟的滲加ヲ爲スベク、刑事私

訴ニハ凋立滲加ヲ爲スノレコトヲ得ヌ。

次二人事訴訟二就テ考7ルニ、人事訴訟手績法へ客観的

翼實ノ登見ヲ期スルガ爲メ、婚姻事件、養子縁組事件並二認

知無敷叉ハ取浩事件二付キ、控訴審ノ辮論終結二至ノレ迄、訴

ノ憂更、新事實ノ主張並二反訴ノ提起ヲ許スト共二、所謂別

訴禁止ノ主義ヲ採ツテ居ル（套訴窒気羨三壼）。此別訴禁止主義ナ

ルモノガ、唯、制決確定後ハ、嘗テ主張シ得ベカソシ事實二

基ク再訴ヲ禁止スルノ趣旨ナリヤ、或ハ更昌、濁立セル藪個

ノ訴ノ併存ヲ許サ・・ル趣旨二迄及ブモノナリヤ異論ノ存スル

厨デァル。償一】就レニセヨ、客観的眞實ノ登見ヲ期スル入事

訴訟二於テ、目的ヲ同フスル藪個ノ訴ノ併存スルコトハ望マ

シカラザノレ所ナレ漣、人事訴訟二就テヘ訴外ノ第三者ハ共

同訴訟的滲加（羨王）二依ルノ外、濁立滲加ハ之レヲ許サ“ルモ

ノト解スルガ至當ト考ヘラレル。
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｛註一】　山田博士ハ別訴禁止主義チ此趣旨二解ス。法學論叢第五巻第六號所載

　「人事訴訟手綾法二於〃7レ別訴禁止主義」滲照。

　加之、婚姻並二養子縁組訴訟ノ被告ハ、常二婚姻若クハ綾

組當事者（葦鑛毫ス）ニシテ、第三者ハ被告トナルコトナキガ故

　二（食糞羨二三諜）、第三者ガ繋驕セル此等ノ訴二猫立墾加ヲ爲ス

　トキハ、第三者モ亦被告二加ハルコト・ナル。去レ漣少クト

　モ入訴第二三條一項ノ如キ規定ナキ限ソ、此顯ヨソ観ルモ此

場合ノ猫立参加ハ不適法デアル。結局人事訴訟二於テハ、訴

外ノ第三者ハ共同訴訟的参加二依ラシムノレヲ至當トスル。

V．辮論鐘二裁判

猫立滲加ハ、本訴裁判所二繋属スルヲ以テ、爾訴ノ辮論ハ、原

則トシテ併合セラレル。而シテ本訴原告蛇二被告へ濁立滲加

入二封シ共同被告トナノレモ、其必要的共同訴訟人ナリヤ否ヤ、

此黙二就テ現行法ノ主滲加二於テ雫アリシガ爲メ、【註一】改正法

ノ・、必要的共同訴訟二關スル第六二條ヲ準用シ、異論ノ籐地ヲ

去ヅタ（藤』一）。蓋シ至當ノ規定デアル。

【註＿】Stein－Jonas＝一Komment瓢Bd。1．zu馨64，IV，L（S。198）lWelsmann：一

　1・eh蚕buc五，Bd・LS110・1凧4・（S・491）多板倉博士、民事訴訟法綱要（一版）、

　一五〇頁、大正三年六月二四日大審院判決（第二〇輯四九七頁）等。

加之、本訴蛇二濁立滲加ハ、訴訟ノ目的ヲ同一ニスノレノミナ

ラズ、合シテ形式的一個ノ訴訟ヲ構成スルモノナレノ㊦、【註剛】辮…

論ノ結果虹二裁判所ノ心謹ヲ共通ニスベキハ素ヨリ當然デア
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ノレ。帥チ裁判所ハ、共通セル辮論ノ結果ト心讃トニ因り、本訴

原告ノ請求蚊二濁立参加人ノ請求ノ理由アリヤ否ヤヲ判断シ、

同時二判決スベキモノニシテ、此判決ハ、本訴拉二猫立参加二

封スル制決ナノレト同時二、原告、被告、参加人問ノ三面關係ヲ

合一二確定シ、【註二】且ツ此三者問俸既判力ヲ生ズル。【註三】

　【註一】本稿前段九六頁蚊痢九入頁参照。

　【註二】三者聞チ合一二確定セジムツガ爲メ、本訴ト猫立参加トノ間二於チ、提

　出セラレタノレ訴訟資料二異同ア7レナラバ、裁鋼長ハ、繹明櫨（一・二七條）ノ行

　使二俵リ其問チ齊一ナラシムァレコトチ要スァレ。若シ夫レ原告若シクハ被告ガ、

　本、訴並於ケ膨ト主参加は於ケ7レ｝其陳述チ異ニスルガ如キハ、訴訟’信i義ノ原則

　上．許スベカラザ7レモノデアルo

　【註三】We1Smannハ、主参加訴訟チ以テ所謂「三當事者訴訟」1）re1parteiprc－

　zessト徹スガ故二、圭参加訴訟ノ鋼決ニモ亦三面的蔑鋼カアリト主張スルo

　We1smann：一：Le五rわuch，ぞ110ン1平3，泓。（S，491）．

　例外トシテ、裁判所ハ必要アリト認ムルトキハ、爾訴ノ辮論

ヲ分離シ・若シクハ其辮論ヲー方二制限スルコトヲ得ノレ（三藻）。

併シナガラ判決ガ相互二矛盾スベカラザルハ素ヨリ當然ナルヲ

以テ、原告叉ハ猫立滲加人ノ講求ヲ棄却スル場合ノ外、更二辮

論ヲ併合シ、同時二判決ヲ言渡スベキモノデアル。【註一】若シ裁

判所ガ各別二判決ヲ言渡シ、其問二矛盾アルトキハ、法律違背ト

シテ上告理由トナルベキハ勿論（藻染義）、貌レカー方ノ裁判二基

キ強制執行ヲ開始セラレタルトキハ、執行當事者二非ザル原告

若シク狗立滲加人ハ、民訴法第五四九條二依り、強制執行ノ停

止及ゼ既晶爲シタル執行虜分ノ取溝ヲ求ムルコトヲ得ル。

　【註一】例之、本訴請求チ理由ナジトシテ棄却シ、更二蜀立参加ノ辮論チ縫縷
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　γ、若シ〃ハ濁立参加人ノ請求チ理由ナシトジテ棄却シ、本訴辮論チ綾行ス・

　膨ハ、i勃レモ審理ノi進行一ヒ至當ノコトデアル。併シナガラ本訴請求チ理由ア

　リト認ムンレナラバ、猫立蓼加ノ辮論チ併合シ、果ジテ蜀立的滲加人ノ主張ノ

　理由ナキヤチ釧蜥シタヌレ上、同時二到決スベキモノデア1レ。何トナレバ、本

　訴原告ノ請求チ理由アリトナス限り、猫立参加人ノ請求ハ之ソチ棄却ス1レノ

　．外ナキガ故ヂア，レo

VI．共同訴訟（六〇條）虻二共同訴訟的参加（七五條）トノ關係

本欺II、二述ベタルガ如ク、濁立参加ヲ爲シ得ル場合ハ頗ル

宏汎ニシテ、屡・々共同訴訟若クハ共同訴訟的滲加ト競合シ、第

三者ノ・、ソノ貌レヲ探ノレベ：キカヲ選揮シ得ノレ。

第一、共同訴訟トノ競合

　第三者ガ、他入問ノ訴訟ノ目的ノ全部又ハー部ヲ自己ノ梅

利ト主張スル場合ニハ、當事者双方ヲ相手方トシテ共同訴訟

　ヲ提起シ得ルト同時二（諜○）、或ハ又、其訴訟二濁立参加ヲ爲

　シ得ル。

　濁立滲加ハ、本訴トi辮論ヲ併合セラレ、且ツ訴訟資料ヲ共

通トナスガ故5、第三者ガ、所謂、馴合訴訟晶干渉セントス

ルカ、若クハ其請求療因ガ本訴ノ夫レト牽連スル場合ニハ、

此濁立参加ヲ以テ便宜トスノレ。反之、第三者ガ濁立ナル請求

原因ヲ主張スノレナラ建、寧・共同訴訟二依ルコト、i辮論ヲ多

　岐二亘ラシメザノシ利盆ヅアノレ。叉、本訴ガ既二上訴審、就中

　上告審二繋属スルトキノ・、素ヨリ共同訴訟二遵フベキデア

　ノ弘へ
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第二、共同訴訟的参加（七五條）トノ關係

　濁立滲加ハ、共同訴訟的墾加トモ重複スル。例之、。商法ノ

規定スノソ特別訴訟、帥チ會祉設立無敷ノ訴（肇讐く三圭天藻＞

拉二株主総會決議無敷ノ訴（三奎美篠〉二於ケルガ如シ。此等訴

ノ提起セラレタル場合、其訴ノ當事者二非ザノレ杜員若クハ株

主ハ、訴訟ノ結果二因リ自己ノ権利ヲ害セラル・コトヲ主張

シテ（蕪る9輩載學望欝畢ノ）濁立参加ヲ爲シ得ルト同時二・其

設立若クハ決議ヲ無敷トスル制決ハ、當事者二非ザル杜員若

クハ株主轟封シテモ其敷力ヲ有スルヲ以テ（肇杢杢篠ノ三）、第七

五條ノ共同訴訟的参加モ亦爲シ得ルノデアノレ。【註一】更二叉、

第三者】ガ＼既二繋屡セノレ！訴訟ノ目自勺ノ妻妻同穫禾聾者ナノンコ1・ヲ

主張スル場合、亦同ジク濁立滲加勉二共同訴訟的滲加ノニ途

存スル。

【註一】同標ナか關係チ、人事訴訟二於テ聾見ス7ンモ、人事訴訟ヒ於テ蜀立参

加チ許サソザPレコト既述ノ如〃（本欺∬、第四）、結局、共同訴訟的参加チ爲

スノ外ガナイ。

濁立参加ガ、馴合訴訟ヲ防止スルニ適當ナルコトハ、前段

説明セシ所ナノレモ、此参加ハ、本訴當事者双方ヲ相手方ト爲

スモノデアル。反之・共同訴訟的滲加へ原告若クハ被告、

貌レカー方ト必要的共同訴訟入トナノンモノ故、第三者ガ、當

事者ノー方ヲ補助セソトシ、且ツ其者ト利害ノ衝突ナキ揚合

ニハ、第七五條二依り共同訴訟的滲加ヲ爲スヲ利トスノソ。
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VI1・　本像ノ批諮§

第七一條ノ規定ガ鯨リニ明自ヲ敏キ、如何ナル参加ヲ爲スベ

キカニ就テ、既二疑義ヲ生ぜシメタルノ黙ハ措テ問ハズトスノシ

モ、本條ノ滲加ハ大部分二於テ、共同訴訟蛇二共同訴訟的滲加

櫨篠）唾複スノぴ．雛本條硯行法ノ謬力繊一準主鋤遅ノ

規定（藝諜）二代ノレベク設ケラレシ所ナルモ、既二主墾加二該ノレ場

合ヲ共同訴訟トシテ規定シ（譲O）・別二濁・瑛ノ訴訟法二倣ヒ、

盤剛】共同訴訟的墾加ノ途ヲ講ジタル以上（羨五）、既二本條ハ不

必要二脇セノレモノト云ハナケレバナラヌ。相似タノレ手綾ヲ不必

要二併存セシムノソハ、反ツテ嘗事者ヲシテ其途二迷ハシメ、且

ツ訴訟審理ノ簡捷ヲ壊ル所以デアル。

【謎回】　濁民訴六九燦、填民訴二〇燦。我改正法第七五條トノ比較ハ次欺二述

　フ㍉レo

加之、本條二云フ「訴訟ノ結果二因リテ権利ヲ害セラル」ト

ヘ其包擁スル範園頗ル荘漢ニシテ、之レニ何等ノ制約ヲ須フ

ノレナクムノ㍉補助滲加ノ殆ンド総ベテノ場合ガ之レニ該當スノシ

コト・ナル。醗剣】蓋シ補助参加入ハ、凡ベテ訴訟ノ結果二付キ

利害關係ヲ有スル第三者ナノソガ故デアル。現行法第五一條第二

項ハ、我訴訟法特有ノ規定ニシテ、権利侵害二因ノソ主墾加ヲ許

メモ、街、療告虹二被告ノ共謀ト、侵害セラノソ・灌利ノ債樺ナ

ノシコトヲ要件トスル。

【註圃】Steinハ、共同訴訟的滲加二關ス1レ第六九條ノ訊明下二於テ同様二云フ
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　利テ居ノレ（Ste三n－」・n＆s3－K・mmenter，：Bdエzu邊69・1・鼠21a）。更ニヌ、本條

　‘謂フ「櫻利チ害セラノレ・場合」チ、S癒nノ主張チ借リ．「参加人ト相手方ト

　ノ間二櫻利關係ガ存シ、且ツ本訴鋼決二因り確定セラァレ・場合」ト解スルナラ

　バ、本條ハ現行法ノ準主参加（現五一條二項）二該ヌレ場合チ包含セザァレコト

　　トナ7レ㊧

　吾入トシテハ、第七一條ヲ全然創除シ、若シ現行法ノ準主参

加二該ル規定ヲ必要トスルナラバ、現行法第五一條第二項ト岡

趣旨ノ規定ヲ、第七五條二挿入スベカリシモノト信ズル。

第三款　共同訴訟的滲加

　1．総　　読

　改正法二依レバ、訴訟ノ目的ガ當事者ノー・方ト第三者トニ付

キ合一ニノミ確定スベキ場合二於テヘ第三者ハ、當事者トジ

テ訴訟二墾加シ、共同訴訟人トナルコトガ出來ル（羨五）。墾加二

因り共同訴訟トナノシガ故二、余ハ第七五條ノ参加ヲ「共同訴訟

的参加」ト欝スル。【註一】

　【i…主一】　　改正法第七五偵…二該アレ蜀民訴プく九重1条、　塊民訴二二（⊃｛深ノ参力【！ヲ・Str壱itge－

　nδssische　Neben1nterventionト云＾アレヨリ此名構チ探ツタ。板倉憾士、亦、此

　名二依ル（同博士新訂民事訴訟法綱要）。反之、山内博士並二早川氏ハ、「共同

　参む口．』ト禧セラレンレ（山内重專士、法律繍一一一一・號、早ハ1氏、改正民事訴訟法

　要義第一編）。

　斯クノ如ク、一般的二第三者ヅ共同訴訟人トシテ訴訟二墾加

スノレノ途ヲ拓キタルノ・、濁、懊ノ訴訟法二倣ヒシモノ3シテ、
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我現行法轟ハ存セザル規定デアル。唯、特別ノ場合トシテ・現

行法第六二三條二、執行カアル正本ヲ有スル各債梅者ハ、弛ノ

債権者ガ第三債務者二封シテ提起シタル取立訴訟二、共同訴訟

入トシテ原告二加ハル権利アル旨ヲ定ムルニ遇ギヌ。現行法第

五四條二項但書ガ、共同訴訟的從滲加ノ規定ナリト徴ス説アル

モ、探ルペカラザノンコト既二述ベシ膀デアル。【註幽】

　【註　｝本節第一款、皿、〔註一〕（入四頁》参照。

∬．　共筒訴訟的蓼加ヲ爲シそ畢ル場合躍二其手績

　第三者ガ、繋属セル訴訟二共同訴訟的参加ヲ爲シ得ルハ、訴

訟ノ目的グ其者ト當事者ノー方トニ付キ合一ニノミ確定スベキ

場合デアル。而シテ共同訴訟入問二於テ判決ガ合一ニノミ確定

セラル・關係ハ、其者ガ訴訟當事者ユ非ザルモ、筒、剰決ノ既

判カヲ蒙ル場合二於テ存スルモノナレノヘ【註国】結局、本訴鵯

決ノ既判力ノ及ブ第三者ガ、共同訴訟的参加ヲ爲シ得ノシノデア

ノシ【註二】
　◎

【註一】　必要的共同訴訟、部チ鋼決ガ同一・ニノミ確定セラル・場合トハ、共同

　訴訟人ノー人二野スル鋼決ノ敷カガ、法律ノ規定二因り、當然飽ノ共同訴訟

　人二及プ關係（若シ訴訟當事者二非ズトスシモ）チ指スコトニ通説ハー致シテ

　居％H磁wig＝一：Lehrbuc五，：Bd・IILS1761加藤博士、民事訴訟法鋼例批諜

　集第一巻六七頁、拙著、民事訴訟i法要論第二管六一頁。

【註二】去レバ、猫、嗅ノ訴訟法ハ　本訴鋼決ガ、從滲加人ト相手方トノ法律

　關係亀敷カチ及箭ス場合チ以テ、共同訴訟的從峯加ト爲スモ、結局二於テ我

　正法第七五條ノ規定ト同一二館スノレ。唯、創設鋼決、並二人事訴訟ノ封決我人

　訴一入條）ハ第三者二封ジテモ其類カチ有スかチ以テ、不當ノ鋼決二因り不利
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　盆iチ蒙寛！場合ト之ソチ制限γテ考1フか必要：ガアァレ。Hellwig3－hhrbuch，：Bd。

　IL　S・484・485・我改正法第七量｛深♪・．第三者ザ共同訴訟人タかルコトチ繭提

　トシ・タ7レ規定ノ形式昌依り、學説ニテカ、ノレ制限テ設クル必要1ナキガ故二、寧

　ロ適當デアンンo

　共同訴訟的参加ヲ爲スニハ、補助滲加ト同一手績二依ル（霊

凄五）。帥チ第三者ハ、共同訴訟的滲加ヲ爲スノ趣旨及ピ理由ヲ具

シ、滲加二依リテ訴訟行爲ヲ爲スベキ裁判所二申出ズベク、且

ツ墾加ノ申出書ニハ訴欺トシテ所定ノ印紙ヲ貼用スルコトヲ要

ス灰暴墜法）．

　共同訴訟的滲加～㍉訴訟ノ繋屡中、何時ニテモ第三者之レヲ

爲シ得ル。辮論絡結後ナルトキハ、裁判所ハ此滲加二因り辮論

ヲ再開スベク、判決ノ言渡後ナルトキハ、上訴ト共二此参加ヲ爲

シ得ノレ（杢費康）。蓋シ共同訴訟的滲加入ハ、濁立滲加入ト異ナリ

本訴當事者トナルモノナレノ㍉本訴判決二封シ上訴ヲ爲シ得ル

ヤ勿論ナルガ故デアル。

　皿．　共同訴訟的参加人ノ訴訟上ノ地位

　共同訴訟的馨加人へ滲加二因り當事者トナル。【註剛】此事ハ

第七五條二「共同訴訟人トシテ鏑規定スルニ徴シ明白デアルガ、

濁、填、　ノ民訴法二依レノ馬依然トシテ從参加入デアル。【註二】

從ツ・プ我改正法二於ケルガ如ク、當事者トナリ、原告又ハ被告

ノ共同訴訟人トハナラヌ。カ・ノン相違アノレガ爲メ、共同訴訟的

参加人ノ訴訟上ノ地位二、彼此、異ナル勝ガアル。

　【註一】郎チ共同訴訟的参加モ亦、猫立参加ト同様、参加ノ手綾二因アレi新訴ノ
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　提起ト看かべ〃、從ッテ、補助参加二關スか第六五乃至六九條ノ規定ノ適用

　ナキ♪㌧素ヨリ當然デアシ。第七五條ガ第六五條チ準用シタルハ曲故ヂア7レσ

【註二】　狸民訴1六九條、Stein－Jonas＝一Kommenter，Bd．1。猟蒼69・II・（S・213）多

　W＆1smann：一：D、e　sもreitgenδssisc五e：Nebeninter▽en亡ion，巳126弓填民訴二〇條、

　Neuman箆：一Kommen紘r狐ユden　Ziv聾prozessgesetzen，Bdg　I。zuを　20．（S。4，99）∫

　勾民訴入入條、Go租＝一Unga雌scぬeZvilprozessordnung，zu馨88・（S79）・

我改正法ノ下二於ケル共同訴訟的墾加入ノ訴訟上ノ地位ヲ述

プレバ次ノ如クデアノシ◎

第一、墾加二因り原告叉ハ被告ノ必要的共同訴訟人トナル。

　第七五條ノ規定二依レノ㍉第三者ハ滲加二因り共同訴訟人

　トナルモノニシテ、ソノ原告叉！・被告軌レノ共同訴訟入トナ

ノソヤハ、滲加ノ趣旨二因リ決セラレ㌍。而シテ此滲加ハ、訴

訟ノ目的ガ、滲加入虹二厘告叉ハ被告二付キ合一ニノミ確定

　スベキ場合二於テ許サル・モノナレバ、共同訴訟的滲加入

　へ療告叉ハ被告ノ必要的共同訴訟人デアル。從ツテ必要的

共同訴訟二關スル第六コ條ノ規定、當然二適用セラレ敢ヘテ

其準用ヲ待タヌ。【註国】

【註一】猫、填、旬ノ民訴法ガ、共同訴訟的参加人チ俵然トシテ從滲加人ト倣ス

　コト前陳ノ如〃デア膨。併γナガラ填民訴法ハ、共同訴訟人ノ地位チ取得ス

　か旨チ規定シ、且ツ必要的共同訴訟二關スル1第一四條チ準用スル（同法二〇

　條）◎叉、旬民訴法ハ、此場合、唯、必要的共同訴訟二關スか第入0條チ準用

　スか二止ムル（同法入八條）O

　　然療二猫民訴法ハ・此從参加人（共同訴訟的参加人）チ主タル當事者ノ共同

　訴訟人ト看徹ミヘ通常ナル共同訴訟二關スル第六一條（我六一條）二準用シタ

　即ガ爲メ（同法六九條）、必要的共同訴訟こ關λル第六二條ノ準用アリヤ否ヤ
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　二争ガアか。併γナガラ彊設ハ、第六一條ノ準用二俵り・、當然第六二條モ亦

　準用セラ齢徹シテ思レ。Stein－」・n鈴3－K・mmentar7Bd・L別269・IL2・

　（鼠214）3HeUwig：一Lehrbuc五，Bd。ILS。519；Walsm鋤1鍬O。S，125．

第二、共同訴訟的参加入ハ、猫立ナル訴訟途行権ヲ有スノyモ、

　庭分灌ヲ有セヌ。

　共同訴訟的滲加入ハ、當事者ナルヲ以テ、濁立二攻撃、防禦

　ノ方法ヲ提出シ、訴訟ヲ途行シ得ルモノ昌シテ、素ヨリ第六

九條二項ノ適用ヲ受クノレモノデナイ。唯、必要的共同訴訟人

　ナルヲ以テ、第六二條ノ規定二支配セラル・ノミデアル。併

　シナガラ共同訴訟的参加入ハ、参加二因り當事者トナレノソモ

　ノニシテ、訴ヲ提起セル者ニモ、亦、提起セラレシ者ニモ非

ザノシガ故二、訴訟ノ目的ヲ庭分スノソノ灌能ナキモノデアノレ。

【註一】即チ講求ノ拠棄、認諾、着クノ・訴、控訴叉ハ上告ノ取下

等へ箪濁二之レヲ爲スコトヲ得ヌ。

【註一】濁、填、旬ノ民訴法二俵ソバ、共同訴訟的参加人ハ参加人ニシデ、唯、

　共同訴訟人二關スル規定ノ準用セラか・二止マかチ以デ、素ヨリ訴訟上ノ庭

　分穣チ有セヌo　W担髄㎝n：一a，泓，α鼠1舩l　Neumann；一Ko㎜㎝面，Bdエzu彦

　20．S．500．IGo劔e：一鵠αzu馨88。鼠80．

第ミ、滲加ノ時二於ケル訴訟ノ程度ノ如何ヲ問ハズ、判決ハ共

同訴訟的滲加入二封シテ其敷力ヲ有スル。

　共同訴訟的滲加人ハ、當事者ナルヲ以テ、判決ハ其名二於

テ言渡サレ・且ツi其確定二因ジ既判力ヲ生ズノレ（三屡）。【註一】！加

之、共同訴訟的滲加人ハ、参加二因り初メテ當事者トナノレモノ



第四章複敷訴訟關係 ■1ユ

ナノγガ故二、参加ノ時二於ケル訴訟ノ程度ヲ承認スベキハ素

　ヨリ當然ニシテ、瞳二】假令、之レガ爲メ充分二、攻撃、防禦

　ノ方法ヲ施用スノレ能ハザリシトキト錐モ、補助滲加人ノ如ク、

第七〇條二依り判決ノ敷力ヲ否認スルコトヲ得ヌ。【註罵】併シ

　ナガラ共同訴訟的滲加人ハ、補助滲加入ト異ナリ、主タル原

音又ハ被告ノ訴訟行爲ト騒鯛スル訴訟行爲ヲ爲スヲ妨ゲザル

　ノミナラズ、必要的共同訴訟二關スル第六三條ノ規定ヲ適用

　セラノレ・ヲ以テ、滲加シタル時二於ケノシ訴訟ノ程度ヲ承認ス

ルモ、攻撃、防禦ノ方法ノ施用ヲ著シク妨ゲラル・二至ラヌ。

誕註剛】反之、濁，輿、旬ノ民訴法二俵レバ、共同訴訟的参加人ハ参加人二過

　ギザルチ以デ、鋼決ハ訴訟費用ノ黙チ除キ主タシ當事者ノ名二於テ言渡サソ

　ァンo　SteinJonas：一KommentaちBd　I．zu馨69，∬．1．（巳214）∫Neum我nn：一

　Kommen撤，Bd工zu§20．S．501。

【註二二】　Ste血一Jonasこ一Kommen血r，Bd。1。zu馨69・』［1・2，　（S。214・）・

【註竃】　S鎗hJon舗：一Kommentar，Bd　I・zα§69・III・（S・215・）・

第四、共同訴訟的参加二勤シ、當事者ハ第六六條二因ル異議ヲ

述ゾルコトヲ得ヌ。

　第七五條2・第六六條以下ヲ準用セザルガ故二、共同訴訟的

滲加二封シ當事者ハ第六六條二依ル異議ヲ述ブルコトヲ得

　ヌ。共同訴訟的参加人ハ、滲加晶因り自己ノ権利ヲ主張スル

　モノナノソヲ以テ、訴訟法ガ濁立墾加昌於ケノソト同ジク、之レ

ニ第六六條以下ヲ準用セザリシハ素ヨリ當然デアノレ。【註醐】板

　倉博士ハ、理論上當然共同訴訟的参加二第六六條以下ノ準用



ユ■2 民事訴訟法改正ノ要：旨ト其勤評

　アリト主張セラル・モ、磁二】同ジク當事者滲加ナノシ濁立墾加

　ヲ措テ、輩り共同訴訟的滲加二其準用アリト倣スハ、理論的

　根擦二乏シィ。

　【註一弓　本蔀第二欺1V・第三（九九頁）参照。

　【註二】板倉博士、i新訂民事訴訟法綱要一五三貰。共同訴訟的参加ハ、搦立参加．

　｝共㍉我訴訟法二於テハ當事者1・ジテ参加スル者ニジテ、且ツ其参加ハ自

　己ノ穰利チ主張スァレガ爲メナかチ以テ、當然二補助参加ノ規定ガ、之レニ準用

　セラヌレ、モノデナイ。前欺IV・（九九頁）蛇二本欺IIL〔註一〕（一〇入頁）参

　照。然ルニ猫．填、鋼2民訴法二依ソバ、共同訴訟酌参加ハ從参加ノー種ナ

　ルチ以テ、主タル當事者ザ、其参加二封シ、從参加トシテノ異議チ述べ得ヌレ

　ヤ勿論デアか。板倉博士ノ所論♪㍉彼臨滲加ノ性質チ異ニスルチi辮ゼサアレ

　ノ謬り二座スル。

　IV．　本條ノi批評

　改正法ガ、第七五條ヲ新設シテ、共同訴訟的参加ノ途ヲ拓キ

タルハ、洵二適當ニシテ、現行法二比シ、一段ノ利便ヲ供スル。

例之、商法第二三二條二依り株式會肚設立無敷ノ訴ノ提起アリ

タル場合、訴外ノ株主ガ此訴昌加ハランガ爲メニヘ別二新訴

ヲ提起シテ之レトi辮論及裁判ヲ併合セラル・カ（藤多杢）、若クハ

準主滲加訴訟（擦垂蚕）ヲ提起スルノ外ナカッタノデァル。然ルニ

改正法二依レバ、直チニ其訴出共同訴訟的参加ヲ爲シ得ルノデ

アノンo

併シナガラ我改正法ハ、此参加ヲ特種ノモノトシテ補助滲加

ト匠別シタルガ爲メ、第三者ガ補助滲加ヲ爲シタルトキハ、訴

訟ノ進行中、共同訴訟的墾加ノ關係存スルコト明瞭トナルモ、
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改メテ此参加ノ申出ヲ爲スニ非ザレバ、依然トシテ補助滲加入

タノレニ止マノレノ不都合ガアノン。叉、共同訴訟的滲加ヲ爲シタル

場合、第七五條ノ要件ヲ具備セザルトキハ、其滲加ハ縄i封二不

適法ニシテ、補助滲加トシテ適法ナラシムルコトヲ得ヌ。此鮎

二於テ、濁、懊、　ノ民訴法ガ、共同訴訟的滲加ヲ從滲加ノー・

種トシテ規定シタルヲ以テ遙カニ優レリトスル。【註剛】

　【註一】猫民訴六九條ノ規定二依レバ、本訴鋼決ガ從参加人ト相手方トノ法律

　關係二数カチ及瀞ス場合二限り。、從参加入チ共同訴訟人ト看徹スモノナレバ、

　前陳、我改正法二於ケかガ如キ不都合チ生ゼヌ。填民訴法二〇條、旬民訴入

　入條モ同趣旨デァル。

民訴印紙法中改正法律二依レ・へ濁立滲加ト同ジク、共同訴

訟的滲加ニモ、亦、訴状若クハ上訴状ト同一額ノ印紙貼用ヲ必

要トスノレ（繰滲茎）。併シナガラ第三者ハ共同訴訟的参加二因り既

二繋属セル訴訟ノ當事者トナルモノナレバ、滲加二付キ更二印

紙ノ貼用ヲ彊フルハ、同一訴訟二二重課税ヲ爲スモノデアノレ。

【註一】況ンヤ共同訴訟的墾加人ガ、滲加二因り被告ト共同訴訟人

トナル場合、俺印紙ノ貼用ヲ必要トスルガ如キハ其理由ヲ解ス

ルニ苦シム。

　【註劇】共同訴訟的参加人ハ、跣二繋屡セ7レ訴訟二参加スアレモノニジテ、終始、

　形式酌一個ノ訴訟デアか。訴訟ノ目的テ同一ニスルi数個ノ訴2辮論チ裁興所

　ガ訴訟ノ進行中二併合シタル場合トハ匠別ジテ考Aナケレバナラヌ。

最後二、直接、本條二封スノン批評ニハ非ザルモ、前欺二於テ

第七一條ノ猫立参加ノ規定ヲ創除スルヲ至當トスル旨ヲ述ベタ
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ノンニ際シ、【註幽】其削除二因ル歓箔ヲ補フガ爲メニハ、本條二現

行法第五一條二項、準主参加ノ規定ヲ添加シ、此共同訴訟的墾

加ノ瘍合ヲ接張スベキコトヲ主張シタ認トヲ附言スル。

【註一】本節前歎IV・（一〇六頁）参照。

第四款　訴訟ノ告知

訴訟當事者ガ、訴訟ノ繋鵬中、利害關係アル第三者二訴訟ノ

告知ヲ爲スコトヲ得。告知ヲ得タル者更二第三者二封シ訴訟告

知ヲ爲シ得ノソコト現行法ト同ジイ（曝六）。而シテ改正法ガ有敷二

告知シ得ノソ範園ヲ、廣ク訴訟二参加シ得ル第三者ト規定シ、現

行法ノ如ク例示限定セ殉シハ至當デアノレ（撫）。

訴訟告知ヲ爲スノ手績ハ現行法ト同一デアノシ（窺実巻篠〉。現行

法ト異ナル識ヲ學示スレバ次ノ如クデアル。

第一、現行法ハ告知二依り第三者ガ参加シタル揚合ニハ、從滲

加ノ規定ヲ適用スベキ旨ヲ定ムルモ（罎杢蚕）・改正法ニカ・ル

規定ナシ。蓋シ改正法二依レバ、廣ク参加ヲ爲シ得ル第三者

　二訴訟告知ヲ許スモノナレバ、告知二依ル墾加ハ必ズシモ補

助滲加トハ限ラズ、濁立墾加ナルコトアリ、叉共同訴訟的肇

加ナルコトモアヲ得ノレガ故デアノン。結局現行法第六一條ノ規

定ハ蛇足トシテ創除セラレタノデアル。

第二・現行法ニハ・第三者ガ告知亀鷹ジテ滲加セザリシ揚合ノ

　制裁規定ヲ敏キ不都合デアル。故二改正法ハ濁民訴法二倣ヒ、
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【註一】訴訟告知ヲ受ケタル者」封シテハ、滲加セズト錐モ、滲

加シ得ベカリシトキニ参加シタルモノトシテ、第七〇條ノ規

定二遵ヒ判決ノ敷力ヲ及ボス旨ヲ定ムル（藻八）。從ツテ第七〇

條ノ墨示二該當セザノレ限り、本訴ノ裁判ハ、滲加ノ有無出拘

ラズ告知ヲ受ケタル第三者二饗シテ既判力ヲ有スル。訴訟告

知ノ制度ヲ設クル以上、蓋シ至當ノ規定デアノy。

【註一】濁民訴七四條三項。

　最モ第七八條ハ第七〇條ノ適用ヲ規定スルモノナレバ、猫

立墾加虹二共同訴訟的滲加ノ揚合ニハ直接ノ適用ナシ。【註一】

併シナガラ共同訴訟的参加ニハ、告知ナシト難モ當然判決ノ

既判カノ及ゾ關係存スルモノニシテ、叉、濁立滲加晶就テノ㍉

利害關係ヲ有スル第三者トシテ補助参加ノ事由存スルガ故

二、訴訟告知二慮ゼル揚合二第七〇條ノ適用ヲ妨ゲヌ。

【註一・】猫立滲加並二共同訴訟的参加ハ、當事者トシテ参加スPンモノナソバ、準

　用セラレザァン限り補助参加昌關スル第七〇條ノ規定ノ適用ナシ。前款九六、

　一〇九頁参照。

第三、改正法ハ、現行法F規定スルr滲加ノ指名」ノ規定ヲ削除

シタ（聾藤）。但シ現行法上・滲加ノ指名ヲ受クベキ第三者ハ・

改正法二依レ漣、濁立参加ノ手績二依り當該訴訟ヲ引受ケ得

ルト同時二（毛三篠）、此第三者ガ訴訟告知昌鷹ジ滲加セザルモ、

第七八條二依り判決ノ敷力ヲ及ポサル・ヲ以テ、結果二於テ

不都合ヲ生ぜヌ。併シナガラ改正法二依レノ餌此揚合訴訟告
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知二慮ぜザヲシ第三者二判決ノ既判力ヲ及ボサシムノシニハ、

第七〇條ノ墨示二該當セザルコトヲ必要トスルガ故二、被告

ハ・現行法二於ケルガ如ク、無條件二原告ノ申立二鷹ズノγコ

トヲ得ヌ。要之、改正法二依レバ、被告ハ、第三者ノ名ヲ以

テ物ヲ占有スルコトヲ主張シ、自ラ訴訟二利害ノ關係ナシト

錐モ、其第三者ヲシテ強テ訴訟ヲ引受ケシムルコト能ハズ、

叉、第三者ガ第七二條二依り自登的二當該訴訟ヲ引受ケザノレ

限り、後日同一訴訟ノ目的二就テ更二第三者ヨリ訴求セラル

ルノ危瞼ヲ負捲スル。カ・ル特殊ノ被告二封シテ、訴訟上ノ

責任ヲ輕減スル規定ヲ設クルハ素ヨリ至當ニシテ、此意昧二

於テ、改正法ガ現行法第六二條若クハ之レニ代ルベキ規定ヲ

存置セザリシコトニ不満ヲ威ズル。

第五款　訴訟ノ 引受、脱退

1，　総　説

改正法ハ、宏ク訴訟ノ引受、脱退部チ訴訟繋属中二於ケル當

事者ノ憂更ヲ認ム（董宅欝諜）。訴訟法理二依レノ㍉訴訟當事者ハ謙

別段ノ規定ナキ限り、訴訟ノ目的タル法律關係二付キ庭分権ヲ

有スル者タルベク、叉、判決ノ㍉最終ノロ頭辮論終結時ヲ標準

ト爲ス。故二・所謂訴訟適格（蒼蓋憲事〉ナキ者ガ療告・被告トナ

リ、若クハ訴訟ノ繋属中二於テ、訴訟ノ目的タノン法律關係／主

騰二憂更ヲ生ジタルガ如キ揚合ニハ、當該訴訟・・、之レヲ支持
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スノシニ由ナク、改メテ新訴ヲ提起スルノ外ナキ筋合デアル。改

正法ハ、訴訟脛濟ノ見地ヨソ、宏ク訴訟ノ引受、脱退ヲ認メ、

カ、ル場合、新訴提起ノ方法二依ラズシテ、既二繋厩セル訴訟

ノ當事者鍵更ヲ許セシモノデァル。

　訴訟ノ引受ト謂ヒ、脱退ト謂フモ、訴訟當事者憂更ノ爾面デ

アノレ。訴訟法ハ、権利者ノ訴訟引受ト義務者ノ訴訟引受トニ分

チテ規定ヲ設クル。

　∬．　椹利者ノ訴訟引受

　灌利者ノ訴訟引受ハ濁立参加（羨⇒ノ形式二依ソテ行ハレル。

抑チ訴訟ノ目的ノ全部若クハー部ガ自己ノ権利ナルコトヲ主張

スル第三者・・、第七一條二依ソ濁立墾加ヲ爲シ得ルコト既二述

ベタルガ如ク、而シテ此規定二依り自己ノ権利ヲ主張スル爲メ、

訴訟二蓼加シタノレ者アノソ場合二於テハ、墾加前ノ原告又ハ被告

ハ相手方ノ承諾テ得テ訴訟ヨリ脱退スルコトヲ得ルノデアル

篠二）．【詞此クノ如クシテ・當事者適格ナ螺告ノ訴訟棋適

格アル第三者二依り、更二又直接椹利者二非ザノレ者ヲ被告トス

ノソ訴訟ノ㌦直接権利者二依ソ引受ケラレ、且ツ辮論ヲ績行セラ

レル。但シ其判決ハ脱退シタル當事者二封シテモ既判力ヲ有ス

ノシ（擁條）．

　【註朗】濁立参加ノ訴訟關係ガ、本訴原告被告間ノ訴ト、参加人チ原告トγ、本

　訴原告被告・チ共同被告トスヌン訴ノ併存：ナシコ『ト蔑述ノ1如…シ争（前欺III九五頁

　参照）o而1シ’テ第七二條ノ規定二俵り本訴原告・若クハ複告力“相手方ノ承諾チ得

　テ訴訟ヨリ脱退スルコトハ、其本訴原告タ円被皆タかノ地位チ参加人二承騰
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　セシム膨コトニシテ、其結果トシテ参加人｝粗手方タか原告叉ハ破告トノ間

　二本訴並二滲撫ノ訴ノニニ訴ガ併存1ス疵コ『ト、ナルノo而ジテ其脱退弓1受二を孚フ

　範園二於テ、本訴請求ノ趣旨及ビ原因テ憂更セラソ7レ。

　　本訴原告ガ脱退シタル場合昌ハ、其諸求ト参加人ノ請求トハ多〃同一趣旨

　ナァレテ以テ、参加人ガ本訴原管二代リテ訴訟チ引受〃かトキハ、同蒔二参加

　ノ訴ハ第二三一條二依り不適法トシテ却下ス疵コトチ要スァレ。反之、本訴被告

　ガ脱退シタルトキハ、本訴原管ノ請求ト滲加人ノ講求トガ相封立γ、庵訴ト反

　訴トノ如キ關係チ生ズアレ。但シ此場合二於テモ爾者ノ議求表裏ニツテ同一趣

　旨二關スかトキヘ後訴タル参加ノ訴ハ第二三一條ニヨリ却下スベキモノデ

　ア7レo

　改正法ハ此ノ訴訟引受ノ制度二依り、訴訟ノ繋屡中二於ケル

訴訟ノ目的タル権利ノ移轄ヲ安全ナラシムル。帥チ訴訟ノ繋属

中二於テ其訴訟ノ目的ノ全部又ハー・部ヲ譲受ケタル者モ亦、第

七一條二依ノレ猫立参加ヲ爲シ得ルコト第七三條ノ反面解繹二因

り明カナルヲ以テ、訴訟ノ繋属中、訴訟ノ目的タル権利ノ譲受ア

ウタル場合二於テハ、【註回】新灌利者ハ先ヅ濁立参加ヲ爲シ、綾

イテ第七二條二遵ヒ當該訴訟ヲ引受クノγコトヲ得ルノデアノソ。

而カモ此新灌利者二饗シプハ、滲加二因り訴訟繋属ノ初二遡リ

テ時敷ノ中蜥叉ハ法律上ノ期問遵守ノ敷力ヲ生ズル（藻三）。カ・

ノン規定ハ現行法二全ク鉄ク所ニシテ、濁、懊ノ民訴法ハ、之レ

ニ代へ所謂r當事者恒定」ノ制度ヲ採ルモ、判決ガ實燈的翼實二

合スル瓢二於テ、我改正法ノ規定ヲ以テ優レリトスル。【註二】

　【註回】第七三條ハ「譲受鏑云ヒ、法律行爲二因Pレ権利移轄ノ場合ノミチ指ス

　ガ如〃ナルモ、法律ノ規定二因ル櫨利承畿ノ場合チ毛、包含ス1レモノト解ス
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　膨必要がアァレ。例之、隠居二因か家督相績開始ノ揚合ノ如シ。第二〇入條ハ

　當事者死亡ノ場合ニノミ訴訟手綾ノ受懸チ許スガ故二．隠居其他ノ事由（民九

　六四傑）二基グ家督粗綾人ハ、訴訟手綾チ受鐙スアンコト1ナジ。去レバ本條ノ譲

　受チ廣義二解シテ此等ノ者二醤シ訴訟引受ノ途チ開クコト最モ其當テ得ル勝

　ナヌレノミナラズ、第七四傑トノ均衡上、亦之レチ廣義二解スァレ必要ガアか。

　嘗事者恒定二關スル猫民訴法第二六玉條二項ノ「譲渡ヌ！・移韓J　Ver蕊usserung，

　odeL　Abtretun9亦、法律ノ規定二基グ穰利移韓チ包含スアンモノト解セラアン。、

　Ste血一Joロ＆s：一Kommentar，K＆1．zuぞ265。IIL2、S．673。

【註二】　猫民訴法ハ其第二六五條二「権利拘束ハ當事者ノー方渠ハ他方ガ係雫物璽

　チ譲渡シ叉ハ主張ジタァレ権利チ移韓スノレノ櫨利チ妨ゲスJト規定スァレト共～

　「其譲渡ヌ．ハ移韓ハ訴訟二何等ノ影響チ及瀞サズJト爲スガ故二、蜀民訴法二

　於テハ、訴訟繋屡中二穫利ノ移靱アノレモ、奮櫻利者ハ依憾トシテ訴訟チ途行

　シ、鋼決モ其名二於テ言渡サレァレo但シ其興決ハ権利拘束螢生後當事者ノ承一

　懸人ト：爲リタァレ者二野ンテモ敷カチ生ジ、強制執行手綾二於テハ債櫻者債務

　者『トナ7レ（同法三＝二i五條七二七條）oSte加一Jon薦：一Kommentar7：＆LLzu彦265

　1V・S・674・懊民訴法ニモ亦、同一趣旨ノ規定ガアァレ（同法二三四條）。

　　猫、塊民訴法ノ規定二引ンモ、訴訟繋屡中二於〃アレ穫利移韓ノ安全ハ之レ

　チ澹保ヲ得かモ、訴訟ガ既二櫻利者二非ザル者ニョリ途行セ1ラソ、到決ガ其

　者ノ名二於テ言渡サァレ・ガ故二、手綾上ノ不便ト、剴決ガ實膿的眞實二合セ

　ザノンノ憾ガアル。

　以上述ブルガ如ク、改正法ハ廣キ範園二於テ権利者ノ訴訟引

受ヲ認ムルモ、相手方ノ承諾ナキトキハ墾加前ノ原告叉ハ被告

ハ當該訴訟ヨリ脱退シ得ザルヲ以テ（羨二）、結局・其引受ハ騰退

スペキ當事者ノ相手方ノ承諾ガ條件トナノレ。併シナガラ第三者

ハ、當事者ノ承諾ノ有無二拘ラズ猫立滲加ヲ爲シ得ルモノナレ

バ、相手方ノ承諾ナキトキハ、軍二参加前ノ原告叉ハ被告ノ脆退

二因ル引受ノ行ハレザルニ止マリ、第三者ガ當事者トシテ當該
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訴訟二於テ自己ノ権利伸張ヲ爲スコトヲ妨ゲ能ハヌ。

　皿．　義務者ノ訴訟引受

　當事者ノ死亡其他ノ事由二因ヲ、訴訟手綾ノ中断受縫ノ行ハ

ノレ・場合ハ別トシ（藤蜜条）、訴訟ノ繋驕中二於テ、第三者ガ其訴

訟ノ目的タル債務ヲ承纏スルモ、其者二封シテハ判決ノ敷カヲ

及ボサヌ（え屡）。從ッテ新債務者二封シ更二訴ノ提起ヲ必要トス

ノレガ如キ不便アノレヲ以テ、改正法ハ債務者ノ強制的訴訟引受ノ

親定ヲ設ケタノデアル。第七四條ノ規定是レデアル。

　帥チ訴訟ノ繋属中、第三者ガ其訴訟ノ目的タノレ債務ヲ承縫シ

タルトキハ、【註副】裁判所ハ當事者ノ申立二依り其第三者ヲシテ

訴訟ヲ引受ケシムノレコトヲ得。此申立ハ引受二因り脱退スベキ

當事者ナノシト其相手方ナルトヲ問ノ・ズシテ之レヲ爲シ得ベク、

且ツ引受クベキ第三者ノ意思二反スルコトヲ妨ゲヌ。併シナガ

ラ其引受二因ノレ脱退ハ、脱退スベキ當事者ノ相手方ノ承諾ヲ必

罫スルヲ以テ（螺條）・其承諾ナ柵キハ・腿スベ畑シ當

事者ト引受ケタノレ第三者トノ・共同訴訟入ノ關係二立ッコト・ナ

ル。但シ必要的共同訴訟入トハナラヌ。【註翻

　【註幽】笈二債務チ承纒シタンレ者1・ハ．其承騰ガ法律ノ規定二因｝レト、法律行爲

　　二因ル・トチ問ハヌ。即チ隠居二因り前戸主ノ債務チ承鐙ジタアン家督相綾人、

　債務者更改二因7レ新債務者等執レモ之レニ該當スル。但γ一般承鐙二も／テ、第

　二四八條旦下ノ規定二因り訴訟手綾ノ中漸並二受縫ノ行ハ7レ・場合チ包含セ

　　ヌo

　【註二】訴訟ノ目的ハ、奮債務者ト新債務者トノ問二於デ、必ズγモ合一二確
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　定セザψベキチ以テ、此場合ニハ通常ナ膨共同訴訟トナ7レ。之レチ以テ第七

　五條二類スか必要的共同訴訟ト云フハ誤レリ。（例之、早川氏改正民事訴訟法

　要義第一編一：…大、頁）。

　裁判所ガ當事者ノ申立二因リ、第三者二封シ訴訟引受ヲ命．ズ

ルニハ、豫メ當事者拉二第三者ヲ審訊シ決定ヲ以テ裁判スル。

而シテ此決定二因り第三者ガ訴訟ヲ引受ケタノレトキハ、其判決

ハ脱退セル當事者ニモ其敷力ヲ有スル（並㍗墜項）。

IV．　批　評

　實膿關係ハ素ヨリ不動二非ズ世相ノ流轄二遵ヒ可獲可動ナノレ

ヲ以テ、改正法ガー面、請求叉ハ請求療因ノ墾更ヲ許シタルト

相併ゼ（圭藤）、上來述ゾルガ如ク廣ク訴訟ノ引受脱退ヲ許シテ、

訴訟繋属中二於ケル當事者ノ攣更ヲ認メタルハ、訴訟關係ト實

禮關係トヲ合致セシムルニ就テ最モ合目的デアノレ。現行法ガ第

五八條二從滲加入ノ訴訟澹任ノ規定ヲ設クノレモ、當事者双方ノ

承諾ヲ必要トスノレノミナラズ、其規定スノソ所、改正法ノ如ク徹

底的ノモノデハナイ。改正法ガ、濁民訴法ノr當事者恒定」二代

へ、此制度ヲ訴訟ノ繋属後二於テ訴訟ノ目的ノ譲渡アリタル場

合ニモ獲張シタルハ、吾人ノ最モ賛成スノシ所デアノン。

　併シナガラ第七二條二依ノン灌利者ノ訴訟引受ハ、常二権利ヲ

主張スル第三者ノ自癸的参加ヲ條件トシ、義務者ノ訴訟引受ノ

如キ、彊制的引受ノ規定ヲ敏クノデアノソ。改正法ノ＼現行法ノ

指名墾加ノ規定（理藤）ヲ削除シタルガ故㍉之レニ代り少クトモ

其範園二於テ、引受ヲ強制シ得ノシ規定ヲ置ク可カリシモノト信
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ズル。更二叉、権利者ノ訴訟引受タノシト義務者ノ訴訟引受タル

トヲ問ハズ、從來ノ當事者ノ脱退ニハ相手方ノ承諾ヲ必要トス

ノレモ、判決ノ敷カハ脱退セノレ當事者ニモ及ゾモノナノシヲ以テ

（茜藤墜褒）、必ズシモカ・ノγ承諾ヲ條件ト爲ス必要ナシト考ヘラ

レ刀／O

第三節　客観的併合訴訟、反訴

　　　拉二中間確認ノ訴

1．　客観的憐合訴訟

改正法ハ客麹的併合訴訟二關シテ第二二七條ヲ設ケ、訴訟手

綾ノ同種ナノンコトヲ條件トシテ、同一原告ヨリ被告二封スノソ歎

個ノ請求ノ併合ヲ許シテ居ノレ。但シ裁判所ガ既二繋属セル同一

療告被告問ノ訴訟ヲ併合スルコトハ改正法ノ亦認メザル所ニシ

テ、現行法ト同ジグ、唯、口頭辮論ノ併合ヲ命ジ得ノソニ止マル

（三藤）．

改正法第二一七條ハ請求ノ併合二就テ、訴訟手績ノ同種ナノレ

コトノミヲ條件ト爲スガ故二、併合セラノレベキ藪個ノ請求相互

問二事實上若クハ法律上ノ牽連ヲ必要トセザノシハ勿論ナノレモ、

管轄二關シテハ、現行法ノ如ク特別ノ制限ヲ設クルコトナク

（饗藤九）・一般規定ノ支配二委セシモノデアル。帥チ土地ノ管轄二

就テハ、第二一條蚊二第二七條二遵ヒ、受訴裁判所ガ各講求二
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封シプ牽蓮管轄権ヲ有スルバ足り、叉、事物ノ管轄二就テハ、

第二三條二依り各請求ノ債格ヲ合算シテ定ムル。【註繭】而シテ事

物ノ管轄二關シテハ問題ナシトスルモ、此ノ如ク改正法ガ土地

管轄二於テ宏ク牽連裁判籍ノ襲生ヲ認メタルハ、蝕リニ原告保

護二失スル。濁、懊、　rノ民訴法ハー致シテ客観的併合訴訟二

土地管轄ノ併合ヲ認メ．ズ、改正法ガ、現行法第一九一條二定ム

ル各請求二付キ受訴裁判所ガ管轄灌ヲ有スベキ旨ノ制限ヲ撤屡

シタルハ正二改悪タルヲ苑レヌ。【註二】

　【註一】　第一コ條ハ、訴訟ノ目的ノ慣格算定ノ規定二過ギザルガ放二。訴訟ノ目

　的ノ便格二拘ラズシテ管轄ノ定メラシ・請求ハ（裁構法一四條第二）、素ヨリ本

　條チ適用シテ合算セラ7レ・モノデナィ。Stein－Jonas3－Kommen宅ar，Bd．：L　zu

　馨5・IL　S・5α從ツテ裁構法第一四條第ニニ揚グノン債格金干圓ノ請求ト夫レ

　以外ノ金千圓チ超過セザアレ請求チ併合スァレトキハ、假令合算ノ債格：千圓チ

　過ス7レモ、依然トシテ管轄裁鋼所ハ匠裁鋼所デア7レ。然アレニ金千圓チ超過ス

　ァレトキハ、一方ハ匠裁鋼勝ノ管轄ニシテ他方ハ地方裁鋼所ノ管轄ナかチ以テ、

　共二併合スァレコト能ハヌ。

　註二】濁民訴二六C條、懊民訴二二七條、旬民訴一三二條。倫本稿二九頁以下

　参照。

筒、改正法ハ、現行法二存スルr但シ民法ノ規定二反スルト

キハ此限二非ズ」トノ但書ヲ削除シタ。之レヲ創除シタルハ、

現行民法ニノ・、カ・ル特別規定存セザルト同時二、【註一】民法タ

ノ・ト其他ノ法規タノントヲ問ハズ、若シ併合ヲ禁ズル規定存スル

ナラバ、當然其規定二遵フベク、敢ヘテ訴訟法二但書ヲ設クル

必要ナキニ出ヅノレ。【註二】
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【註一】奮民法財産編第二〇七條一項二「占有～訴ハ本権ノ訴ト併行スルコむチ

　得ズ」トノ規定ガアツタ。一入九八年改正以前ノ蜀民訴法第二三二條（現コ六

　〇條）二項ニハ「占有ノ訴ト本櫨ノ訴トハ同一訴訟二併合ス7レコトチ得ズ」ト

　ノ規定存セジモ、同年ノ改正ユ俵り削除セラソタ。

【註二】民事訴訟法ハ、善通訴訟法規ナ疵チ以テ、併合チ禁ズル特別規定ハ當

　然優先適用ガアル。例之、人訴第七條二項ノ如γ。現行濁民訴法ニハ、我改正

　法ト同ジク、何等力・ル制限規定存セザァレモ、屡々特別法ノ中二、特定訴訟ノ

　併合チ禁ズル規定存スPレ。StebJ・n緻一Komme蜘r，BαLzu馨26αIILS

　658．

II．　反　訴

　改正法ハ第二三九條以下三ケ條二於テ、反訴ノ規定ヲ設クノシ。

特二差異ノ生ゼザル限り、反訴ニハ本訴ノ規定ヲ適用スベキ3

硯行法咽ジィ（艶聖榛）。

　現行法ト異ナル諸鮎ヲ暴グレバ、次ノ如クデアル。

第一、反訴ノ管轄

　土地管轄二就テハ、改正法並二現行法ノ規定、其艦裁二於

　テ異ナルモ、趣旨二於テ同一・デアノレ。即チ本訴裁判所ハ反訴

　二付キ牽蓮管轄ヲ有スノγコトヲ厘則トシ、唯、若シ反訴ノ目

　的タル請求二付キ專属管轄ノ定メアルトキハ、牽連管轄梅登

　生ノ籐地ナキヲ以テ、本訴裁判所ガ、同時二反訴ノ目的二付

　キ專属管轄灌ヲ有スルコトヲ必要トスノレ（窺圭き巻榛）。【註曜】

　【註瑚】現行法ハ、專薦管轄二加＾テ、「財産椹上ノ請求．二非ザル・請求二係か反

　訴」ラ・併記ス疵モ（現二〇〇籐二項）、財産灌上ノ講求二非ザ炉訴訟ハ、凡ベデ

　人事訴訟トジテ專屍管轄ノ定ヌガアゆ（人、訴一、二七、四〇、七一縢）。故二改正

　法ハ、特二之レチ表示ス7レテ無意義トシテ削除シタ。敢＾テ…現行i法ノ規定チ改
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　メシモノデハナィo

　然ノレニ事物ノ管轄二關シテハ、現行法二何等ノ規定存セザ

ルガ爲メ、事物ノ管轄ヲ異ニスル請求ヲ反訴トシテ許スベキ

カ孚ガアル。【註一】改正法ハ濁民訴法第五〇六條二倣ヒ、第三

五玉條ノ規定ヲi新設シタルガ故二、其適法ナル・トニ異論ノ

籐地ヲ存セヌ。【註二】帥チ逼：裁判所二繋属スル本訴二、地方裁

判所ノ事物管轄二属スル反訴ヲ提起スルコトハ、第三五五條

二依り其適法ナルコト明自ニシテ、唯、此場合相手方ノ申立

アルトキヘ匿裁判所ハ、決定ヲ以テ本訴及反訴ヲ地方裁判

所二移逡スノシ（霊義）。【註三】之レト反封二、匿裁判所ノ事物管轄

二属スル事件ヲ反訴トシテ地方裁判所二提起スルコトハ、上

級裁判所トシテ素ヨリ適法デアル。尤モ、裁構法第一四條第

ニニ掲グル憤格如何二拘ラズ匠裁判所ノ事物管轄二属スル事

件ハ此限リデナイ。

【註剛】仁井田博士、民事訴訟法要論中巻六六四頁、細野氏、民事訴訟法要義第

二巻、八九頁，前田氏、民事訴訟法講義第二編乃至第五編、五九頁等。

【註二】　　Steh－Jbnas＝一Kommentar，Bd。1．zu　§　33．1▽　5．S，108．

【註三】早川氏ハ、第三五五條二依リ本訴及反訴チ地方裁鋼所二移迭スかコト

ハ、原皆ノ爲メi迷惑昌シテ、立法上論ナキ能ハズト云フo現行法ノ如グ、本訴ト

ノ牽連關係ヲ・反訴ノ要件ト爲サザか立法二於テハ、同氏ノ所設或ハ當レリトス

ルモ、改疋法ノ如〃、牽蓮關係チ必要トスル場合二於テハ、反訴ノ：爲メ本訴ノ

移迭セラル・ハ止ムナキ所昌シテ、此場合、事物ノ管轄チ異ニス呼ガ爲メ反

訴トモンテ不適法ナラミノヌ、若γ〃ハ反訴ナァンガ故二地1方裁鋼所ノ事物管：轄二

屡霊スル事をやチ匠裁剣所二繋屡セジム7レガ如キハ、反ツテ不公4ミテ“ア砂。
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　改正法二依レバ、控訴審二於テ、亦反訴ヲ提起シ得ノレ（≡藤）。

　此揚合ニモ、第一審ノ專属管轄ノ規定二支配セラノレ・モノト

　考ヘラレル。

第二、反訴提起ノ期問

　反訴ハ、口頭辮論絡結二至ル迄、何時ニテモ提起シ得ル。

　〈髭藤）。現行法ノ解繹トシテヘ控訴審二於ケル反訴ノ提起ハ

　之レヲ不適法トナスノ外ナキモ、【註一】改正法二依レバ、相手

　方ノ同意アルトキ、叉ハ相手方ガ異議ヲ述ベズシテ反訴ノ本

　案二付辮論ヲ爲シタルトキハ適法トナノレ（…藤）。【註二】口頭i辮

　論絡結後ニハ反訴ノ提起ヲ許サ・・ル毛、第一審ナルトキハ、

　控訴審二至り第三八二條二遵ヒ、改メテ提起シ得ノシ。併シナ

　ガラ上告審二於ケル反訴提起ノ不適法ナルコトハ第四〇三條

　二徴シ明自ナノンヲ以テ、【註三】控訴審ノ辮論絡結ヲ以テ、反訴

提起ノ途ヲ矢フノデアル。

【註・一】現行法第四一六條ノ解繹トシデ、控誘審二於ケ膨反蓄提起ハ不適法デ

　アァレ。仁井田博士、民事訴訟法要：論中巻、入六四頁、前田馬、民事訴訟法講義

　第二編乃至第五編、四〇四頁等。

【註二】改正法第三八二條ノ規定ハ、素ヨリ至當ノ規定亀γテ、相手方ノ同意

　アンレニモ拘ラズ、筒控訴審二於ケァレ反訴ノ提起チ許サズγテ、審級ノ秩序チ

　保ツ必要ナキモノデアノ㍉濁民訴法ハ。相手方ノ同意チ條件トγデ、控訴審

　二於テi新請求チ爲スコトチ許スガ故二（同法五二九條四項）、反訴ノ提起モ、

　我改正法ト同ジク、相手方ノ同意アァレトキハ適法ヂアァレ。

【註罠】猫民訴法ノ解繹トシテモ、我改正：法四〇三條二該7レ第：五六一條二俵り、

　上告審二於ケアレ反訴提起2・不適法トセラァレ。S柚n－」’on薦：一Komment飢，Bd』L
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　zuを33。皿L3．S106・

第罠、反訴請求ノ本訴二封スル關係

　反訴ノ適法要件トシテ、反訴請求ガ本訴トノ問二一定ノ關

　係、帥チ本訴講求若クハ央レユ封スル防禦方法二牽連シ、叉

　ハ本訴講求ト相殺シ得ルコト等ヲ必要ト爲スベキカ否カハ、

　ゲルマン古法、羅馬法以來雫ハレシ所ニカ・り、結局、反訴

　ナノシ制度ヲ認ムノレ立法主義ノ問題二鑑着スル。【註剛】現行法ガ

　原則トシテ無條件ト爲シナガラ、答辮書差出期問ノ経過二因

　り、相殺ヲ爲スベキコトヲ條件タラシメタルハ全ク無意昧デ

　アノレo

｛註一】ユスチニアン帝以前ノ「ロー㌣」法ハ、反訴チ認メナカソタノデアツガ．

　同帝以後ノ「ロー望J法ハ粗殺叉ハ牽連關係アPン反訴請求チ認メ、（K：1eln£eller㌔

　：Der　geric演謝㎝d　der　Widerklage，S9．55。）叉『ゲァレマン」法ノ・、原皆二封シ、

　其訴チ提起シタか裁劃所二於テ、彼二i封シ提起セラレシー切ノ訴二滋訴スァレノ

　義務チ課ジタ（Klei㎡翻e焉＆・a・q　s。25・）。而シテ此爾法系チ縫受ツタ7レ濁逸

　普通法ハ、實艦上ノ牽連關係アか反訴ノミチ認メタノデアツタ。

　　現行猫民訴法ハ、反訴諸求，ガ、本、訴請求若グハ之レニ婁ミ！テ提出セラ㌧！シ’

　防禦方法ト牽蓮關係ノ存：スシコトチ必要トシ（同法三三條）、填司法管轄法第九

　六條ハ、本訴諸求ト牽連關係葎スアレカ、若グハ之レト相殺ジ得1レ・トチ揮一

　的燦件ト爲γテ居アレ。

　改正法ハ、濁民訴法二倣ヒ、凡ベテ反訴ノ講求昌ノ＼本訴

ノ請求若クハ其講求二封シテ提出セラレシ防禦方法ト牽連關

係ノ存スルコトヲ必要ト爲シ。之レト同時二、提起ノ時期二依

ノレ差異ヲ撤屡シタノデアノン（蚕）。現行法畠比シ優レルノ立法
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ナルコトニ疑ナキモ、或ハ填法ノ如ク、牽蓮關係若クハ相殺

適状ヲ鐸一的條件ト爲スガ、更二適當ナリシカト考ヘラレル。

第四、反訴提起ノ方法並二時期

　改正法ニハ、現行法第二〇一條一項並二第二一二條ノ如キ

規定存セザルガ故㍉反訴ノ提起・・、本訴二關スノレ規定二依

　り、必ズ書面ヲ以テ之レヲ爲スベク、而シテ其書面ヲ裁判所

二提出シタルトキニ提起セラレシコト・ナノγ（圭璽i懇）。但シ

匠裁判勝訴訟手績二於テハ、口頭ヲ以テ之レヲ提起シ得ルコ

　ト勿論デアノレ（…濠）。

　反訴提起ノ書面ハ、反訴状ト稗スル濁立ノ書面ナノレコトヲ

必要トスルカ、或ハ本訴ノ答辮書其他ノ準備書面中ノ記載ヲ

　以テ足レリトメルカ、改正法二別段ノ規定存セザルモ、別段

　二濁立ノ書面タノシコトヲ必要トセズト信ズル。盤個】但シ其記

　載ガ訴状トシテノ要件ヲ具備スベキハ素ヨリ當然デアル（6堅

茜藤）．

　【註一】　改正法ニハ、現行法ノ如グ答辮書二依ツ反訴ノ提起チ認ムル規定存セ

　ザノレモ（現二二〇一鷹廉一項）、反訴ノ、素ト、本訴二牽連シテ提起セラルノ、モノナレ

　バ特二反封ノ規定ナキ限リ、本訴二關スァレ書面チ以テ提起シテ妨ゲナシト信

　ズル。尤モ、我改正i法ト同ジク反訴提起ノ方法二就テ規定チ峡ケル塊民訴法

　ノ解繹トシテλ・、反訴ハ猫立二提起スベダ、本訴答癖書其他ノ準備書面二依アレ

　提起ハ無効トスルチ通訊トス飼。Neumann：一K・mmen伽，£d・エS2肱

第五、本訴ノ取下ト反訴ノ蓮命

　本訴ノ繋属スルコトハ反訴提起ノ要件ナルヲ以テ、爾後、
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本訴講求ガ棄却セラレ、若クハ不適法トシテ却下セラル・モ、

反訴ノ運命二影響ナキハ勿論デアル。然ルニ訴ノ取下ハ、之

レ晶因り初ヨソ訴訟ノ繋属ナカリシモノト看徴ラソン・敷果ヲ

生ズルヲ以テ（藤…襲）・本訴ノ取下ゲラレタル揚合二於ケル反

訴ノ蓮命二就テハ、議論ノ飴地ヲ存スル。【註一】併シナガラ本

訴ト反訴トハ別個ノ存在ヲ有シ、本訴ノ取下ガ反訴ノ繋属二

影響スベキ理由ナキト同時二、本訴取下後．反訴ノミ存綾ヲ

彊ユルコトモ亦不合理ナルヲ以テ、改正法ハ、本訴ノ取下ア

リタルトキハ、被告ハ原告ノ同意ヲ得ズシテ反訴ヲ取下グノレ

コトヲ得ル旨ヲ規定シ（三揉〉、其反面二於テ本訴取下二因り反

訴ノ繋属ヲ妨ゲザルコトヲ明カニシタ。蓋シ至當ノ規定デア

ノシ◎

【註繭】S憾n－Jonas＝一：K：olnmentar，：Bd．工zu馨271。V　S。697．3：Loen’ng多Wid－

　erklagein：Re1伽一α▽迎proz簡・S41，etα

　我國ノ學者ハ、殆ンドー致ミ！テ、本訴ノ取下ニョリ反訴二影響ナγト主張

　スヲレo

第六、反訴二封．スル反訴

　現行法ニハ反訴二封スル反訴ヲ許サ壁ル規定存スルモ（遇δ

蟻三）・改正法一ハ此規定微ク．狐填ノ民訴法　かノレ

規定ヲ敏キ、反訴二封スル反訴ヲ許スベキヤ否ヤニ異論ヲ存

スノレ。【註一】元來、我現行法ノ如ク、本訴ト無關係ナル請求ヲ

反訴トシテ許ス立法昌於テハ、無制限二照ラザルガ爲メ、反

訴二封スル反訴ヲ禁ズル必要アノソモ、改正法ノ如ク、其問ノ
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　牽連關係ヲ要件ト爲スナラバ、反訴二封スル反訴ヲ許スモ、

　自ラ限界ガ存スノγ。故二牽連關係ヲ要件トスル我改正法拉二

　濁民訴法ノ下昌於テハ反封ノ規定ナキヲ以テ、反訴二封スル

　反訴ヲ適法ト認ムノソヲ至當ト．スル。

　瞳幅】Wach，Hei紬e量mer，Steln－Jonas等♪・此問題二鰯レテ居ラヌo　Hellwig：一

　Sys亡em，：Bd．L　S．318；Weism㎜：一：Lehrbuc五，：L§107．S。480・ハ之レチ肯定

　ス％填民訴二關スァレ：Neum㎜・＝一K・mmentar，Bd』LS・264亦然り。

　∬1．　中問確認ノ訴

　改正法ハ第二三四條二中問確認ノ訴ヲ規定スル。中問確認ノ

訴ノ趣旨虹二内容ハ・改正法二於テ楡ル所ナキモ、同條ハ、r請

求ヲ接張シテ云々」ト、唯、原告ノ提起スベ：キ方法ヲ定ムルニ

止メ、被告ノ提起方法二就テハ規定ヲ省略シテ居ノγ。蓋シ被告

ハ反訴提起ノ方法二依ノシモノナノレヲ以テ、現行法ノ如ク、重ネ

テ本條二規定スル必要ナシト徹シタルニ因ル（…騒一）。填民訴法

ノ規定ノ方式ハ、租之レニ似テ居ル。【註謹】

　【註一】填民訴法第二三六條ハ、原告ノ爲ス中問確認ノ申立チ規定シ、別二司

　法管轄法第九六條二於テ、反訴二俵り先決的権利著〃ハ法律關係ノ確定チ求

　メ得かコトチ規定ス館。衙填民訴法第二五九條二項ニハ、被皆モ亦、第二三六

　條ノ規定スπ・確認ノ申立チ：爲γ得かコトチ規定ス1レガ故二、結局、塊法二俵レ

　バ、被告ニハ、反訴昌依か中間艦認ノ訴ト中間確認ノ申立トノニ途存：スンレ。

　中問確認ノ訴へ被告之レヲ提起スルトキハ反訴ノ方法昌依

ルモノナルヲ以テ、其提起ハ書面ヲ以テ爲スベク、且ツ其書面

ヲ裁判所二提出シタルトキニ提起アリタルコト・ナル。是レ反

訴ノ読明二因り明カデアノン。叉、原告ガ之レヲ提起スノレニハ本
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訴請求ノ籏張二依り、而シテ其請求ノ接張ハ書面ヲ以ヲ爲ス

コトヲ要スル（扇藤）。改正法ニハ・現行法第二一二條ノ如キ規定

存セザル故二、此場合ニモ其提起ノ時期ハ書面ヲ裁判所二提出

シタノ塒デアノシ（三藤）．


